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本 書 は 取り 扱い 説明 書か ら 注意 文 な ど 、 製 品 の 操作 方 法 に つい て 直接 関係 の な い 部 分 や 余 
白 な ど を 削除 、 修 正 し た も の で す 。 操作 方 法 が 分 か ら なく な っ た が 説明 書 が 手許 に な いと 
か 、 製 品 に 興味 が ある が 操作 方 法 は どの よう に な っ て いる の か 先 に 知り た い 、 と いっ た 場 
合 に お 使い 頂く 事 を 念頭 に 編集 し て お り 、 正 し く お 使い 頂く た め に は 必ず 製品 に 同 柚 さ れ 
て いる 説明 書 を お 読み 下さ い 。 又 、 本 書 が 完全 な 説明 書 で は 無い こと に 対す る クレ ー ム は 
一 切 お 受け 致し ませ ん の で 、 予 め 御 理解 くだ さい 。 


沿 、 正 式 な 説明 書 は 無線 機 販売 店 で ご 購入 いた だ け ま す 。 詳 しく は 下記 の 弊社 ウエ ブサ イ 
ト を ご 参照 くだ さい 。 
http://wwwr.alinco.co.jp/denshi/14.html 
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アル イン コ デ ュ アル バン ド FM トラ ン シ ー ueuew ーー 
バー を お 買い 上 げ い た だ きま し て 、 誠 に ee 計 ! 
あり が と う ご ざ いま す 。 本 機 の 性 能 を 充 トー 
分 に 発 畠 さ せる た め に 、 まず 、 この 取 扱 PRIO AUDIO SKIP V/MMW 
説明 書 を 最後 まで お 読み いた だ く よ う お 9A iD " 下 AH 
願い いた し ます 。 ア フタ ー サ ービス な ど き 且 有 
に つい て も 記載 し て いま す の で 、 こ の 取 の 


扱 説明 書 は 必ず 保存 し て お いて くだ さい 。 
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画 ご 使用 の 前 に 必ず お 読み くだ さい 念 電波 の 発信 前 に お 気 を 付け て いた だ く こ と 
ハム バン ド の 近く で は 、 多 く の 業 務 用 無線 局 が 運用 され て いま す 。 


久 ご 使用 上 の 注意 これ ら の 無線 局 近く で の 電波 発信 に は お 気 を 付け くだ さい 。 

・ ケ ー ス を 外し て 内 部 に 手 を 触れ な いで くだ さい 。 アマ チュ ア 無 線 局 が 電波 法令 を 憶 守 し て いて も 思わ ぬ 電 波 障害 
故障 の 原因 に な り ま す 。 が 起き る こと が あり ます 。 

・ 直 射 日 光 の 当たる 場所 、 ほ こり の 多い 所 、 暖 房 器具 の 近く な 移動 運用 の 際 に は 十分 な ご 配慮 を お 願い いた し ます 。 

ど で の ご 使用 、 お よび 保管 は し な いで くだ さい 。 

・ テ レビ 、 チ ュー ナー な ど 他 の 機器 に 影響 を 与え る 場合 に は 距 / い 注意 主 に 次 の よう な 場所 で の 運用 は 原則 と し て 使用 を 禁じ 
離 を 離し て ご 使用 くだ さい 。 られ て いま す 。 

・ 付属 の アン テ ナ は 完全 に 取り 付け て お 使い くだ さい 。 航空 機内 、 空 港 敷 地内 、 新 幹線 車両 内 、 業 務 用 無線 局 
・ 外部 電源 に は 必ず 専用 の アク ティ ブフ ィ ル ター 付き シガー ラ 周 域 、 お よび 、 そ れ ら の 中 継 局 周辺 な ど 。 

イタ ー ケ ー ブ ル (EDC-36) を お 使い くだ さい 。 運用 が 必要 な 場合 は 各 管理 者 の 承認 を 得 て く だ さい 。 
・ ハ ルイ パワ ー で 長 時 間 送 信 し 続け ます と 、 和 機器 が 過熱 し ます 。 

お 取り 扱い に は 十分 に 注意 し て くだ さい 。 人 外部 電源 使用 時 の 注意 

・ カ 一 、 煙 が 出 た り 、 異 呉 が する 場合 は 、 吉 源 ス イッ チ を すみ ・ 本 機 に 接続 する 外部 電源 は 、 必 ず 出 力 電 圧 が 4.0Vー 15.0V 
や か に 切っ て くだ さい 。 の 範囲 内 に ある 直流 電源 を 使用 し て くだ さい 。 

安全 を 確か め た 上 で 販売 店 、 ま た は 最寄り の 当社 サー ビス 窓 ・ 本 機 に 外部 悪 源 を 接続 する 場合 に は 、 必 ず オ プシ ョ ン の 基地 
口 へ ご 連 絡 くだ さい 。 局 用 DC ケー ブル (EDC-37) を 使用 し 、 本 体側 面 に ある 外部 


串 源 (DC) ジ ャ ッ ク 端 子 に 直接 接続 し こく だ さい 。 

・ 車 の シガー ソケット か ら 電 源 を 取る 場合 に は 、 充 電 用 シガー 
ライ ター ケー ブル (EDC-43) ま た は アク ティ ブフ ィ ル ター 付 
き シ ガー ライ ター ケー ブル (EDC-36) を 使用 し て くだ い 。 

な お 、 運 用 時 に は ノイ ズ の 混入 防止 の 面 か ト ら アク ティ ブフ ィ 
ルター 付き シガー ライ ター ケー ブル (EDC-36) を 使用 し て く 
だ さい 。 

・ 外部 起源 ケー ブル の 抜き 差し は 、 必 ず 本 体 の 電源 を OFF に 

し て か ら お こ な っ て くだ さい >。 


量 DJ-V5 付属 品 に つい て 
開 掴 し た ら 、 次 の 付属 品 の 確認 を し て くだ さい 。 
・ アンテナ 
・ ベ ルト クリ ッ プ x ら 
・ ハ ンド スト ラッ プ 
・ 乾 電池 ケー ス (EDH-29) 
・ 簡易 充電 器 (EDC-92) 
・ ニッカド バ ッ テ リ ー パ ッ ク 6.OV - 700mAh(EBP-45N) 
・ 取 扱 説明 書 ( こ の 取扱 説明 書 で す ) 
・ 保 証書 
・ PL 注意 文 


アン テ ナ の 取り 付け ・ 取 り 外 し か た 

・ 取り付け か た 

1. アン テ ナ の 根元 を 持ち ます 。 

ら . 底面 の 溝 と 本 体 の アン テ ナ 
コネ クタ ー の 円 凸 部 を 合わ 
せ て 差し 込み ます 。 

3. アン テ ナ を 時 計 方 向 ( 右 ) に 
陣 っ くり と 回 し ます 。 


4. 回 転 が 目 まり まし た ら 確 実に 
取り 付け た こと を 確認 し ます 。 
・ 取り 外し か た 


アン テ ナ を 反 時 計 方 向 ( 左 ) に ゆっ くり と 回 し ます 。 
参 ハ ンド スト ラッ プ の 取り 付け が た 


ベル トク リッ プ に 図 の よう に 取 
り 付 け ま す 。 


欠 ベ ルト クリ ッ プ の 取り 付け ・ 取 り 外 し か た 
・ 取り 付け か た 

付属 の ベル トク リッ プ を 本 体 の 背面 部 に 取り 付け ます 。 
CE 2 の 
ま 


・ 取 り 外 し か た 
ベル トク リッ プ の ツメ を 押し 上 げ て 、 ゆ っ くり と 引き 抜き ます 。 
ツメ 


取り 付け 取り 外し 


人 乾電池 ケー ス の 取り 付け ・ 取 り 外 し か た 

・ 取り 付け か た 

乾電池 ケー ス の ツメ を 本 体 の 溝 に 合わ せ て 、 押 さえ る よう に 
矢印 の 方 向 に 「 カ チッ 」 と 音 が する まで 押し 込み ます 。 


取り 付け 


・ 取り外し か た 
乾電池 ケー ス の ツメ を 押し 上 げ て 矢印 の 方 向 に ゆっ くり と 8| き 
抜き ます 。 


2 ド バ ッ テリ ー パ ッ ク も 司 じ 方 法 で 着脱 で き 


但 床 悪 池 の セッ ト 

1. 乾電池 ケー ス の カバ ー の 口 
ッ ク を 外し て 上 方 向 に 取り 
外し ます 。 


g. 市 販 の 単 3 型 アル カリ 乾 電 
池 を 4 本 使用 し ます 。 

3. ケー ス の 底面 の 田 曰 の 
に し た が っ て セッ ト し ます 。 

4. ケー スカ バー の ツメ を ツメ 
受け 部 に 合わ せま す 。 

5. 最後 に ロッ ク が 「 カ チッ 」 
と 音 が する まで 押し 込み 、 
ケー スカ バー を 閉じ ます 。 


ツメ 受け 部 


注意 市 販 の 単 3 型 ニ ッ カ ド 乾 十 池 は 使用 し な いで くだ さい 。 


人 @ 乾 吉凶 交換 に つい て 
乾 串 池 は 同じ 種類 の 新しい も の を 使用 し て くだ さい 。 
本 機 は 高 出 力 の タイ プ で す の で 、 高 容量 の アル カリ 電池 を ご 
利用 くだ さい 。 


「 オ ー ト パワ ー オ フ 機 能 」 [1 (P38) 
「 バ ッ テ リ ー セ ー ブ 機 能 ]」 人 [] (P38) 
これ ら の 機能 を 使う と 乾電池 が 長持ち し ます 。 


@ 隊 易 充 電器 (EDC-92) 
・ 充電 方 法 
人 1、 本 体 に ニッ カド バッ テリ ー 
本 パッ ク を 装着 し ます 。 
2. 本 体 の 外部 電源 (DC) ジ ャ ッ 
ク に 簡易 充電 器 の AC アダ プ 
ター ブラ グ を 接続 し ます 。 


3. 電源 プラ グ を 家庭 用 電源 の 
AC1O0V の コン セン ト へ 
接続 し ます 。 


AC ア ダブ ター ブラ グ 


注意 ・ 簡 易 充電 器 (EDC-9 ら ) を 充 起 使用 時 に は 必ず トラ ン 
シー バー の 電源 を "OFF' に し て お いて くだ さい >。 
・ 簡易 充電 器 (EDC-92) を 使用 し な いと き に は 、 電 源 
コン セン ト か ら 外 し て お いて くだ さい 。 

・ 他 社 製 品 の 充 是 等 に は 、 絶対 に 使用 し な いで くだ さい 。 
・ 充 忠 時 間 は バッ テリ ー バ パッ ク の 消費 状態 お よび 宮 商 
品 に よっ て 異な り ま す 。 

各 バ バッテリー パッ ク の 取扱 説明 書 を 参照 し こく だ さい 。 
・ 本 機 の 充電 端子 を 金属 片 等 で 短絡 させ た りす る と 本 
機 に ダメ ー ジ を 与え る 場合 が あり ます 。 
AL 
あり ます 。 


EBP-45N(G.0V- 7Z00mAh) 約 ]2 時 間 
EBP-4BN(9.6V-G0QmAh) 約 ] 1 時 間 


注意 


・ 本 機 は 出荷 時 に は 充 吉 さ れ て お り ま せん 。 


お 買い 上 げ 後 に 充 し て か ら ご 使用 くだ さい 。 


・ 本 バッ テリ ー を EDC-982 で 充電 する と き は 最大 1 


時 間 が 必要 で す 。 


・ 充 は 0 セー 40 で の 温度 範囲 内 で お こ な っ て くだ 


さい 。 


・ バ ッ テ リ ー パ ッ ク の 改造 、 分 解 、 火 中 、 水 中 へ の 投 


入 は 危険 で すか らし な いで くだ さい 。 


・ バ ッ テ デ テリー パッ ク の 端子 は 絶対 に ショ ー ト させ な い 


で くだ さい 。 
機器 が 損 場 し た り 、 バ ッ テ リ ー の 発熱 に よる 火傷 の 
恐れ が あり ます 。 


・ 必要 以上 の 長 時 間 の 充電 ( 過 充 電 )) は バッ テリ ー の 性 


能 を 低下 させ ます の で 避け て くだ さい 。 


・ バ ッ テ リ ー パ ッ ク の 保存 は 、-50 で ー+45 む の 範 


囲 で 混 度 が 低く 乾燥 し た 場所 を 選ん で くだ さい 。 
それ 以外 の 温度 や 極端 に 湿度 の 高い 所 で は 、 バ ッ テ 
リー の 漏 液 や 、 金 属 部 分 の サビ の 原因 に な り ま す の 
で 避け て くだ さい 。 


・ 通 常 の 使用 で 約 500 回 の 充電 が 可能 で す が 、 所 定 


の 時 間 充 電 し て も 使用 時 間 が 著しく 短い 場合 は 寿命 
が つき た も の と 思わ れ ま す 。 
新しい も の に お 取替え くだ さい 。 


・ ご 使用 済み の ニッ カド 電池 は 買 重 な 資源 で す 。 再 利 


用 し ます の で 、 廃 棄 し な いで ニッ カド 電池 回 収 協力 
店 へ ご 持参 くだ さい 。 


・ 本 バッ テリ ー は DJ-V5 に 装 落し 、 外 部 電源 (DC ジャッ 


ク に 13.8VDC を 接続 する と 充 暑 す る こと が で きま す 。 


人 @ ニ ッ カ ド バ ッ テリ ー の ショ ー ト 防止 の ご 注意 


ニッ カド バッ テリ ー パ バック を 持 
痢 内 ち 運 ぶ と き に は 、 端 子 を ショ ー 
ト さ せな いよ うに 注意 し て くだ 
さい 。 
大 電流 が 流れ て 火傷 や 火事 を 起 
mn| | こす 危険 が あり ます 。 
中 テー ググ へ 


カバ ン な ど に 直接 入れ た り 場所 
し な いで くだ さい 。  。 


ココ 

い 1 
1 
や 


っ FN 
ょ ふも る 


カバ ン な ど に 入れ る と き は 、 電 気 を 通さ な い 布 や 袋 で 包ん | 電気 を 通さ な い 物 な ど を 
で くだ さい 。 敷い て か ら 、 置 いて くだ さい ゝ 


注意 ニッ カド バッ テリ ー パ ッ ク を 持ち 運び する と き に は 必 
ず 付 属 の 袋 に 入れ て くだ さい 。 


Cs 稀 TSTHO の 5 


第 ] 章 各部 の 名 称 と 機能 


履 前 面部 
ディ スプ レイ 
周波 数 や その 他 の 運用 
状態 を 表示 し ます 。 
POWER( 電 源 ) 円 P18) 
吉 源 を DN/UFF し ます 。 に 
TX/RX ラ ンプ 
に スケ ル チ が 開く と 緑色 
に 点灯 し ます 。 
送信 中 は 赤色 に 点灯 し 
FUNC/LOCK ます 。 
・ 人 NE に 
る と いろ いろ な に 
機能 に 切り 夫 わ り ま す 。 SE が 内 若 
・ 押し 続け る と キー ロッ ク が 6 
が か かり ます 。 マイ クロ ホン 
(JP94 送信 する と き は 、 
ここ に 向かっ て 
BAND/SET 話し ます 。 
- 運用 バン ド 帯 の 切り 替え 
を し ます 。 キー ボー ド 
ロ (P16) 周波 数 の 入力 や モー ド の 
- FUNC/LOCK キ ー を 押し 切り 替え な ど 、 各 設定 時 
た 後に BAND/SET キ ー に 使用 し ます 。 
を 押す と セッ トモ ー ド に [] (P10、 1 1) 
切り 替わり ます 。 


[J(P31) 


還 貞 部 
ダイ ヤル ツマ ミ アン テ ナ コ ネクター 
周波 数 や メモ リー チャ ン ネ ル 、 付属 品 の アン テ ナ を 接 続 する 


その 他 如 設定 を 切り 替え ます 。 コネ クタ ー で す 。 
FE (P5) 


ボリ ュー ムツ マミ SP/MIC ジ ャ ッ ク 
音量 の 調整 を し ます 。 別 品 の スピ ー カ ー マ イ ク な ど を 
ロロ P13) 接続 する ジャ ッ ク 穴 で す 。 


還 側 面部 軒 痛 耐 


PTT( 送 信 ) 

- 押し て いる 間 は 送信 状態 
に な り ま す 。 

・ 設定 項目 を 決定 し ます 。 


MONI(SQL) 
- この キー を 押し て ダイ ヤル 
ツマ ミ を 回 と 、 ス ケル チレ ベ 


ル を 設定 で きま す 。 
(P12) 

・ 押 し て いる 間 は スケ ル チ レ ベ 

ル に か か わら ず ス ケル チ を 解 

決し ます 。 

ロロ 0 外部 電源 (DC) CM トク リッ プ を 
・ ク ロー ン 機 能 時 に 使用 し ます 。 ジャ ッ ク D り 付け ます 。 

[ ロ 0 RS 外部 電源 供給 用 の (5) 

ジャ ッ ク 穴 で す 。 

LAMP GHC6) 
・ 押す と 5 秒間 ディ スプ レイ と 


キー ボー ド に 応 明 が 点灯 し ます 。 
FUNC/LOCK キ ー を 押し た 後 
に この キー を 押す と 常時 点灯 
し ます 。 
で 34) 

・ ク ロー ン 機 能 時 に 使用 し ます 。 
[] (P43) 


mmEsRTTSGTY SBHT 陰 


1 


吉 史 Ir 半 交 G 選 中 


1 DJ-VS キー 配置 


屋 キ ー ボ ー ド 上 役 


1 (PHIO) ら (AUDIO) 9 (SKIP) AA (V/M/MW) 
ブラ イオ リティ ー の 開始 オー ディ オ の 高低 設定 メモ リー チャ ン ネ ル 主 に 動作 モー ド の 切り 替え に 合用 
と 終了 を 切り 替え ます 。 に 使用 し ます 。 の スキ ッ プ 設定 に し ます 。 
L](P88). (P32) 使用 し ます 。 思 (P15) 
[ コ (P23) メモ リー 登録 の 害さ き 込み 
{MemoryWrite) に 使用 し ます 。 
に ](P21) 


PRIO AUDIO _ SKIP VMMW 
1 ぐつ 2C う 3 ぐう Ac 
DIAL NAME PO SCANTS 
4 ぐつ 5 ぐう ec とう 


4 (DIAD) 1 | 『 (PO) IN (SCAN/TS) 


ダイ ヤル コー ド の 設定 メモ リー 名 の 入力 に 合 送信 出力 の 切り 替え に スキ ャ ン 機 能 の 設定 お よび 実行 に 
に 使用 し ます 。 用 し ます 。 し ます 。 使用 し ます 。 
に P38) (P33) (Peo) [ ロ (P85) 
タイ マー スキ ャ ン と ビジ ー ス キャ 
ン を 切り 替え ます 。 
[トコ (P87) 


一 キー ボー ド 下 段 半 


ys 蘭 rmSRTA GOHT 身 


フ (DSG) 8 (人 T SQD) 9 (MV) C (CALL/STEP) 
DSQ モ ー ド や DSQ コ ー ド トー ント ー ン スケ ル チ メモ リー シフ ト 機 主 に コー ルモード の 呼び 出 
の 設定 に 使用 し ます 。 周波 数 の 設定 に 使用 し 能 を 実行 する と き し に 使用 し ます 。 
還 (P32) ます 。 に 使用 し ます 。 [J(P15) 
(P35) 円 (P23) チャ ン ネ ルス テッ プ 周 波数 
の 設定 に 使用 し ます 。 
[(P16) 


DSQ TSQL MoV CAULSTEP 
7 ぐう gs sg ぐつ c ぐ と う 

・Y REVMODE ENTA BRPT 
xC_ つ うつ 0 で つう CO pc う 


え (・/ や ) 0 (REV/MODE) # (ENT/^) D (RPT) 
周波 数 の DUWN や 設定 項目 受信 方 式 の 切り 替え に 周波 数 の UP や 設定 項目 レビ ー タ ー 携 能 の 実行 に 
の 選択 に 使用 し ます 。 使用 し ます 。 の 選択 に 使用 し ます 。 使用 し ます 。 

HI(P19) E](P3O) 

リバ ー ス 機能 の 実行 に シフ ト 機 能 の 設定 に 使用 
使用 し ます 。 し ます 。 

(P31) [](P3O) 


11 


| 


誤 嘩 (Tr 営 OO 員 員 


12 


FI WFM 十 E9 DSQ OO-n 


HI A7 7 MM AM 人 PRIO 
Qp 症 硬 下 遼 姜 前 5。 貞 


SQL / ワ 
MI! BEUSy ア アア アノ ノン 衝 に 

上 FUNC/LOCK キ ー を 押す と 点灯 し ます 。 
(本 文中 で は F 点 灯 状 態 と 呼び ます 。) 

10 送信 出力 の 状態 を 表示 し ます 。 

AT 温度 プロ テク ト 機 能 が 動作 する と 点灯 し ます 。 

SQL スケ ル チ レ ベル 設定 中 に 点滅 し ます 。 
モニ ター 機能 の 動作 中 に 点灯 し ます 。 

5 メモ リー チャ ン ネ ル の 使用 時 に 点灯 、 ま た は 
点滅 し ます 。 

/ 月 )。) メモ リー チャ ン ネ ル No. を 表示 し ます 。 


周波 数 や 各 設 定 内 容 な ど を 表示 し ます 。 


が 注 学 お 


スケ ル チ が 開く と 点灯 し ます 。 


アア デア アア ノノ 受信 レベ ル を 表示 し ます 。 


送信 出力 の 状態 を 表示 し ます 。 
TS タイ マー スキ ャ ン 設 定時 に 点灯 し ます 。 
APO オー トバ パ ワー オン 機能 が ON の と き に 点灯 し ます 。 
BS バッ テリ ー セ ー ブ 機 能 が ON の と き に 点灯 し ます 。 
. PRIO プラ イオ リティ ー 機 能 が ON の と き に 点灯 し ます 。 
O-m キー ロッ ク 機 能 が ON の と き に 点灯 し ます 。 
い ベル 機能 が ON の 時 に 点灯 し ます 。 
呼び 出し が ある と 点滅 し ます 。 
DSQ DSQ 機 能 が ON の と き に 点灯 し ます 。 
DSQ コ ー ド が 一 致す る と 点滅 し ます 。 
ITISGI トー ン ・ ト ー ン スケ ル チ 設 定時 に 点灯 し ます 。 
十 (一) シフ ト 方 向 (+/-) を 表示 し ます 。 
WFM 電波 モー ド の 状態 を 表示 し ます 。 
アマ チュ ア 帯 の FM は 表示 され ませ ん 。 


第 ら 章 基本 操作 


較 沖 涼 

POWER キー を 約 1 秒 押す と 
電源 が 入り ます 。 

ディ スプ レイ に 電源 電圧 が 一 時 
的 に 表示 され て か ら 周 波数 が 表 
示さ れ ま す 。 

も う 一 度 POWER キー を 約 1 秒 
押す と 電源 が 切れ ます 。 


人 @ 電 圧 表示 機能 
電源 電圧 が 表示 され ます 。 
電圧 が 著しく 低い と き に は 中 源 供給 が 不定 し て いる こと を 表 
し ます 。 


/ 人 注意 16.0V 以 上 は 「『OVEH-V」 と 表示 され 点灯 し 、 警 告 
音 が 鳴り ます 。 
この 状態 で は 過電圧 の た め 全 て の 機能 を 受け 付け な く 
な り ま す 。 


ボリ ュー ムツ マミ を 右 に 回 す と 
音 暑 が 上 が り ま す 。 
左 に 回 す と 音量 が 下がり ます 。 


「 オ ー デ ィ オ の 高低 設定 】](P34) 


画 ス ケル チ 


スケ ル チ と は 、 一 定 レ ベル 以上 の 電波 旦 を 受信 し た と き に スピ 
ー カ ー か が ら 「 ザ ーッ 」 と いう 雑音 を な くす 機能 で す 。 

「 ス ケル チ が 開く ]」 と は 、 信 号 を 受信 し て 受信 音 を 出す こと が 
で きる 状態 を 示し ます 。 


人 @ ス ケル チレ ベル の 設定 
周波 数 に 合わ せ て スケ ル チ が 開く よう に 設定 し ます 。 受 信 信号 
の な いと き に 「 ザ ーッ 」 と いう 雑音 が 聞こ えな く な る の で 、 待 
ち 受 けし や すく な り ま す 。 


スケ ル チ レ ベル は 00 一 05 まで の 6 段階 が あめ あり 、 ス ケル チレ 
ベル の 数 値 が 大 きい ほど スケ ル チ が 開き に くく な り ま す 。 
※ 初 期 設 定 の スケ ル チ レ ベル は レベ ル 1 で す 。 


①MONISQL) キ ー を 押す と 、 デ ィ ス プレ イ の 「SQL』 が 点灯 
し ます 。 


②⑨MONI(SQL) キ ー を 押し た 状態 で 、 ダ イヤ ルツ マミ を 回 す と 、 
スケ ル チ レ ベル の 選択 表示 に 切り 替わり ます 。 
ダイ ヤル ツマ ミ を 回 さ な け れ ば スケ ル チ レ ベル の 選択 表示 に 
は 切り 替わり ませ ん 。 
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⑧MONI(SQL) キ ー を 押し た まま ダイ ヤル ツマ ミ を 回 し 続け 


て 、 ス ケル チレ ベル を 6 段階 の 00 05 の いずれ か に 選択 


し ます 。 和 
MONI(SQL) キ ー を 離す と 設定 は 完了 し ます 。 


急 MONL-] と MONI ら の 切り 替え 

①FUNC/LOCK キー を 押し て ディ スプ レイ の 「F] を 点灯 し 
て いる 状態 に し ます 。 
(この マニ ュ ア ル で は 以降 、[F 点灯 状態 」 と 呼び ます 。) 


一 モニ ター 幾 能 と スケ ル チ 


モニ ター 機能 と は 、 受 信 信 号 が 弱かっ た り 、 途 切れ た り し て 同 
き づ ら いと き に 、 設 定 し た スケ ル チ レ ベル に 関わ ら ず 強制 的 に 
スケ ル チ を 開け て 聞き や すく する 機能 で す 。 

モニ ター 機能 に は MONI1 と MONI-2 の 2 ら 種類 が あり ます 。 
種類 と も MONI(SQL) キ ー を 押す こと で 、 デ ィ ス プレ イ に 
ISQLJ、『BUSY』 が 点 粒 し スケ ル チ が 開き ます 。 


・「MONI 1 』 の 設定 で は MONI(SQL) キ ー を 押し 続け こい る 
間 は スケ ル チ が 開き ます 。 

・「MONI-2』 の 設定 で は MONI(SQL) キ ー を 押す と スケ ル チ 
が 開い た まま の 状態 を 保ち ます 。 再 度 、 押 す と モニ ター 提 能 
は 解除 され ます 。 


※ 初 期 設 定 の モニ ター の 種類 は TMON ト 1』 で す 。 


@⑥F 点灯 状態 で MONI(SQL) キ ー を 押す ご と に 切り 替わり ます 。 
設定 前 の 状態 が MONL1』 な ら 「MONI- ら 」 に 、『MONI-2』 
な ら 「MONI-1』 に 交互 に 切り 替わり ます 。 

F 点灯 状態 で MONI(SQL) キ ー を 押し た まま ダイ ヤル ツマ ミ 
を 回 し て も 切り 替わり ます 。 
⑨③MDONI(SQL) キ ー を 離す と 、 設 定 は 完了 し ます 。 


g- ら 3 種類 の 動作 モー ド 


DJ-V5 に は 、VFO モー ド 、 メ モリ ー(MR) モ ー ド 、 コ ー ル 
(CALL) モ ー ド の 3 種類 の 動作 モー ド が あり ます 。 


園 VFO モー ド 
工場 出荷 時 か ら 最 初 に 電源 を 入れ た と き に 表示 され る モー ド が 
VFO モ ー ド で す 。 
周波 数 や オー ディ オ 設 定 な ど 、 各 種 機能 の 設定 を 変更 する こと 
が で きま す 。 
モー ド 中 で も ディ スプ レイ に は 特別 な 表示 は あり ませ ん 。 


田 メ モリ ー(MR) モ ー ド 
あら か けい め 登 録 し て お いた 周波 数 を 呼び 出し て 運用 する モー ド 
で す 。 


7 ガガガ /4 
7 ガガガ 


MM 

f 
ロロ 
けい 


メモ リー チャ ン ネ ル No. 
点灯 


モー ド 中 は ディ スプ レイ に 「M』 と メモ リー チャ ン ネ ル No. が 
表示 され ます 。 


田 コ ー ル (CALL) モ ー ド 
コー ルチャ ン ネ ル で の 待ち 受け する と き や 、 呼 び 出 し する と き 
に 使用 し ます 。 


点灯 


モー ド 中 は ディ スプ レイ の メモ リー チャ ン ネ ル No. 部 に 「C』 
と 表示 ざれ ます 。 


男 モ ー ド の 切り 替え 
83 狂 類 の モー ド は 、 次 の よう に 切り 替わり ます 。 


コー ル (CALLU) モ ー ド 


C(CALL/STEP) キ ー、A(V/M/MW) キ ー を 押す こと で 切り 替 わ 
り ま す 。 
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ら -3 VFO モー ド の 周波 数 設 


VFO モー ド は 、FM ラジ オ / ツ HF/UHF を 各 1 チャ ン ネ ル ず つ 
も っ て いま す 。 

これ ら の 周波 数 は ダイ ヤル ツマ ミ 、 ま た は 人 人 / マ キー を 使っ て 簡 
単に 設定 で きま す 。 各 バン ド 帯 は 次 の よう に 設定 され て いま す 。 


FM ラジ オ 帯 76.000 ~ 107.895MHz 
VHF 淀 144.000 一 145.985MHz 
UHF 帯 430.000 一 439.995MHz 
田 バ ンド 切り 替え 
BAND/SET キー を 押す ご と に 次 の よう に バン ド 淀 が 切り 替 わ 
り ま す 。 
VHF 淀 UHF 常 … FM ラジ オ 帯 一 VHF 帯 … 
※ 初 期 設定 値 で の 例 


145.00ー 433.00ー 76.00ー 145.00…… 


田 チ ャ ン ネ ルス テッ プ 周 波数 の 設定 
・ ダイ ヤル ツマ ミ を 使用 し た と き は 、1 クリ ッ ク 右 に 回 す と 1 
チャ ン ネ ルス テッ プ 周 波数 が UP し ます 。 ] クリ ッ ク 左 に 回 
す と 1 チャ ン ネ ルス テッ プ 周 波数 が DOWN し ます 。 


・ キ ー ボ ー ド を 使用 する と き は 、#(ENT/ 人 る) キー で 1 チャ ン ネ 
ルス テッ プ 周 波数 が UP し 、*(・/〒 ヤ ) キ ー で 1 チャ ン ネ ル 
ステ ッ プ 周波 数 が DOWN し ます 。 


上 記 の 操作 で 指定 され た バン ド 和 帯 の 周波 数 域 を 越え た と き 
は 、 周 波数 域 の 反対 側 より 増減 し た 周波 数 が 表示 され ます 。 


人 ム / マ キー を 0.8 秒 押し 続け こい る と 、 指 定 さ れ た バン ド 
内 の 周波 数 域内 で 連続 し て 周波 数 の 増減 を 繰り 返し ます 。 


欠 チ ャ ン ネ ルス テッ プ 周 波数 の 設定 方 法 較 1MHz 単位 の UP/DOWN 
チャ ン ネ ルス テッ プ 周 波数 の 初期 設定 単位 は 変更 で きま す 。 F 点灯 状態 で 人 4/ ャ キー を 押す と ]1 MHz 単位 で 周波 数 が 
設定 で きる チャ ン ネ ルス テッ プ 周 波数 の 単位 は 、 次 の と お り で す 。 UP/DOWN し ます 。 
5、10、12.5、15、 ら 0、85、50、100KHz 
※ 初 期 設 定 値 VHF/UHF 帯 : 2O0kHz = 
FM ラジオ 帯 : 10OkHz 


MHz 単位 


①BAND/SET キー を 押し て チャ ン ネ ルス テッ プ 周 波数 を 変更 
し た い バ ンド を 選択 し ます 。 

@F 点灯 状態 で C(CALL/STEP) キ ー を 押し て チャ ン ネ ルス 
テッ プ 周 波数 の 単位 の 設定 表示 に 切り 替え ます 。 


基 
作 
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上 記 の 操作 で 指定 され た バン ド 帯 の 周波 数 域 を 越え た と き 
は 、 周 波数 域 の 反対 側 より 増減 し た 周波 数 が 表示 され ます 。 


③ ダ イヤ ルツ マミ を 回 すか 、 全 / ャ キー、 ま た は C(GALL/ 
STEP) キ ー を 押し て 選択 し ます 。 
④PTT キー を 押す と 設定 が 完了 し 、 周 波数 表示 に 戻り ます 。 


ID 


葵 薄 半 肌 


是 キ ー ボ ー ド か ら の 周波 数 の 入力 


VHF/UHF 帯 は 100MHz、FM ラジ オ 帯 は 10MHz の 桁 か ら 
順に 入力 し ます 。 
最後 の 桁 の 入力 方 法 は チャ ン ネ ルス テッ プ 周 波数 の 設定 値 に 
よっ て 違い ます 。 


FM ラジ オ 帯 を 周波 数 入力 する 操作 例 : 76.00MHz の 場合 
フー6ー・ー0 ま た は 、 ノ ー6 一 #(ENTI/ 人 る ) 

VHF/UHF 帯 を 周波 数 入力 する 操作 例 ・ 145.00MHz の 場合 
1 っ 4 オ ー5ー0ー0ー0 ま た は 、1 一 4ー5 一 が ENT/ 人 る) 


#(ENT/ 人 人) キー は 小数 点 以 下 の 残り の 桁 を 全て 「0』 に 
し て 周波 数 の 入力 を 終了 し ます 。 


数 値 の 入力 途中 で PTT キー か BAND/SET キー を 押す 
と 、 入 力 途中 の 周波 数 を キャ ン セ ル し て 元 の 周波 数 に 戻 
り ま す 。 


証 チ ャ ン ネ ルス テッ プ 周 波数 別 の 入力 


チャ ン ネ ルス テッ プ 周 波 迷 の 設定 に よっ て 、1kHz 単位 まで 入 
力 が 必要 な も の と 、10kHz 単位 で 入力 が 確定 する も の と が あ 
り ま す 。 

SB 


12.5kHz 110kHz 10kHz 単 位 を 入力 する と } kHz 単位 が 
決定 し ます 。 
IO :00.0 111 : 12.5 
j2| :25.0 18| :37.5 
14| : 無効 招 | : 50.0 
86! : 82.5 171| : 75.0 
{8| : 87.5 | : 無効 
25.0kHz |10kHz 10kHz 単 位 を 入力 する と 1kHz 単 位 が 
決定 し ます 。 
IE :00.0 折 | 25.0 
把 ) :50.0 | :75.0 
その 他 は 舞 効 
50.0kHz 10kHz ] OkHz 単 位 を 入力 する と 1 kHz 単位 が 
決定 し ます 。 
9 CO.0 吉 | :500 
その 他 は 無効 


100.0kHz 1100kHz 100kHz 単 位 を 入力 する と 10kHz、 
1kHz 単 位 が 決定 し ます 。 
0! : 000.0 fT1 100.0 
紀 | 800.0n 所 | : 30O.0 
人 4 400.0 二 | :500.0 
1 6Q0.0 7 : 700.0 
所 | : 8B00.0 IM8I :9g00.0 


その 他 1KHz 1 kHz 単位 で !5| を 入力 する と 、 
5kHz に な り 、 そ れ 以 外 の キー は 
IO0」 に な り ま す 。 


ど -4 受信 の し か た 
藻 本 的 な 受信 の し か た を 説明 し ます 。 
他 の 携 能 を 同時 に 使用 し た いと き は 各 項 目 を ご 覧 くだ さい 。 
1. 音 量 を 調整 し ます 。 [TI (P13) 
ら . ス ケル チ を 調整 し ます 。 [](P13) 
3, 周波 数 を 設定 し ます 。 [TI(P16) 
4. 信 号 を 受信 し ます 。 
信号 を 受信 する と 、 デ ィ ス プレ イ に 「『BUSY』 が 点灯 し 受信 音 
が 間 こ えま す 。 


HI 
/G 思 の sm 


ルリ 
uv アア アア プア アス 


ビーーー つ 
信号 の 強弱 に より 点灯 
点灯 


受信 し た 信号 の 強 さ に 応じ て ディ スプ レイ の 8 メー ター が 点灯 
し ます 。 


男 受 信 方 式 の 設定 
FM と WFM の 受信 方 式 の 設定 を 切り 替え ます 。 


1.F 点灯 状態 で 0(REV/MODE) キ ー を 押し ます 。 


Hi M/ 
- 7 BS 


ら 6. ダイ ヤル ツマ ミ を 回 すか 、 條 / ャ キー、 ま た は D(REV/ 
MODE) キ ー を 押し て FM、WFM の どちら か を 選択 し ます 。 


3.PTT キー を 押す と 設定 が 完了 し ます 。 
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ら -5 送信 の し か た 


基本 的 な 送信 の し か た を 説明 し ます 。 
他 の 機能 と 同時 に 使用 し た いと き は 各 項 目 を ご 覧 


1. 送 信 す る 周波 数 を 設定 し ます 。 T](P16) 
ら . 送 信 す る 出力 を 設定 し ます 。 [[(P8O) 
3. 信 号 を 送信 し ます 。 
① 送 信 周 波数 と 出力 の 設定 を 確認 を し て か ら PIT キー を 押し ます 。 
⑥TX/RX ラン プ が 赤く 点灯 し た こと を 確認 し (、 マ イク ロホ ン 
に 向け て 発声 し ます 。 
③PTT キー を 離す と 送信 が 終了 し 受信 状態 に 戻り ます 。 


くだ さい 。 


ン 


困 還 信号 を 送信 する 問 は 、 受 信 機 能 は 一 時 的 に 停止 し ます 。 


注意 送信 前 に 他 局 が 同じ 周波 数 で 交信 し て いな いこ と を 必 
ず 確 認 し て くだ さい )。 


画 送 信 出 力 の 設定 ' 
1.F 点灯 状態 で 6(PO) キ ー を 押し て 送信 出力 設定 の 表示 に 
切り 替え ます 。 


MT けり ・ 


※ 初 期 設 定 は 「HIJ で す 。 


ら ど . ie 2 ダイ ヤル ツマ ミ 、 人 る / マ キー を 使用 し て 
、L1、L2G、 ど ちら か の 出力 を 選択 し ます 。 
HH っ [1 一 上 2 の 順に 出力 は 弱く な り 、 消費 電力 を 抑え る こと 
が で きま す 。 


3.PTT キー を 押す と 設定 が 完了 と な り 周 波数 表示 に 戻り ます 。 


送信 出力 の 状態 は S メー ター の 点灯 個数 で も 判別 で きま す 。 
で 6 個 、L1 で 3 個 、L ら で ら 2 個 の S メー ター が 点灯 し ます 。 


「 オ ー ト テン プ (AT) 機 能 」 
送信 時 に 本 体温 度 が 上 が り 過 ぎる と 、 強 制 的 に 送信 パワ 
ー が L ら に 下がり ます 。 
この と き デ ィ ス プレ イ に 「AT』 と 点灯 され ます が 、 本 
体温 度 が 下がる と 消灯 し 、 設 定 さ れ て いる 送信 出力 に 戻 
り ま す 。 


第 3 草 メモ リー チャ ン ネ ル と コー ルチャ ン ネ ル 


ーー rp 瑞 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル へ の デー タ 登 録 
3-1 メモ リー(MR) チ ャ ン ネ ル メモ リー チャ ン ネ ル に 登録 で きる 情報 は 次 の と お り で す 。 
メモ リー モー ド で 運用 する 呼び 出し 周波 数 を メモ リー ー チ ャ ン ネ 5 
ル と 呼び ます 。 受信 周波 数 、 シフ ト 方 向 、 シ フト 周波 数 、 チ ャ ン ネ ルス テッ プ 
本 機 は G00 個 の メモ リー チャ ン ネ ル を 備え てい ます 。 メ モリ 周波 数 、 トーン 設定 、 ト ー ン 周波 数 、 レ ビー ター 設定 、DTMF 
ー チ ャ ン ネ ル ご と に No. が あり ます 。 の ON/DFF、 送 信 出 力 
よく 使う 周波 数 や 運用 設定 を メモ リー チャ ン ネ ル に 登録 し て お 
く と 、 簡 単に 呼び 出す こと が で きま す 。 1].VFO モー ド 上 で 登録 し た い 周 波数 や 必要 な 機能 の デー タ 
を 設定 し ます 。 
ゞ 十 1 一 選 三 ル 上 
メモ リー の 追加 増設 は で きま せん 。 2.F 状 怠 に し て ダイ ヤル ツマ ミ を 回 し 、 メ モリ ー チ ャ 
メ モリ ー チ ャ ン ネ ル No. の 選択 ン ネ ル No. を 選択 し ます 
VFO モー ド 時 に F 点灯 状態 で ダイ ヤル ツマ ミ を 回 す と メモ リー チ 3 和 待 績 お まま で ZN 大 昌 じ まお 
20RSY 4. メ モリ ー チ ャ ン ネ ル へ の 登録 完了 音 と 同時 に 設定 し た デー 
タ が 登録 され ます 。 
! り 777 “ 
りり の リヒ 
の り の の 
メモ リー チャ ン ネ ル No. け 
点灯 また は 点 減 
5 周波 数 な どの 運用 設定 の デー タ タ が 登録 され て いる メモ リー デ チャ 1 
灯 さ 
ン ネ ル の ⑦ No は デイ スプ レイ (に IM と 点 計 され ます 。 プロ グラ ムチ ャ ン ネ ル へ の デー タ 登 録 も 同じ 手順 で す 。 


・ 周 波数 な どの 運用 設定 の デー タ が 登録 され て いな い メ モリ ー 


AA 「M】 点灯 し て いる メモ リー チャ ン ネ ル No. に 新しい デ 
工場 出 奏 時 や リセ ッ ト 後 な どの 初期 汰 態 で は メモ リー Sh 


チャ ン ネ ル No. に は デー タ が 登録 され て いな い の で 「MJ 
が 点滅 し て いま す 。 

この と き の デ ィ ス プレ イ に 表示 され て いる 周波 数 は VFO 
モー ド 時 の 周波 数 で す 。 


い デ ー タ に 上 書き され ます 。 メ モリ ー 名 を 入力 し て いる 
メモ リー チャ ン ネ ル の 場合 は 、 上 書き し て も メモ リー 名 
は 残り ます 。 


[参考 ]「 プ ログ ラム チャ ン ネ ル へ の デー タ 登 録 
プロ グラ ムチ ャ ン ネ ル は 周波 数 の 範囲 を 設定 し ます 。 
登録 の 手順 は メモ リー チャ ン ネ ル と 同じ で す 。 
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(J 


で 革 " ュ 出 モ ーL(r で 対 び ご さ ポー に 中 
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園 デ ー タ 登録 され て いる メモ リー チャ ン ネ ル No. の 選択 
A(V/M/MW) キ ー を 押し て 、 メ モリ ー モ ー ド に 切り 替え ます 。 


中 747 に 万 万 万 ms 


りり の 
w りり 


メモ リー チャ ン ネ ル No. 


点 燈 


デー タ 登 録 さ れ て いる メモ リー チャ ン ネ ル No. は ダイ ヤル ツマ 
ミ を 回 すか 、 ま た は る / マ キー を 押し て 選択 で きま す 。 

画 メ モリ ー デ ー タ の 消去 

1.AV/M/MW) キ ー を 押し て メモ リー モー ド に 切り 替え ます 。 


ら . ダ イヤ ルツ マミ を 回 すか 、 ま た は 人 / マ キー を 押し て 消 
去 し た い メ モリ ー チ ャ ン ネ ル No. を 選択 し ます 。 


3.F 点灯 状態 に し て A(V/M/MW) キ ー を 押す と メモ リー 
チャ ン ネ ル No. の 登録 デー タ が 消去 され 、「M』 が 点 減 
に 替わり ます 。 


選択 し た メモ リー チャ ン ネ ル No. 
点灯 また は 点 減 


プロ グラ ム メ モリ ー の 消去 も 同じ 手順 に な り ま す 。 


消去 直後 の 「MJ 点滅 状 態 で 、 人 4/\ キ ー や ダイ ヤル ツマ ミ を 
操作 する と 、 メ モリ ー モ ー ド の 機能 を 引き 続き 利用 で きま す 。 
消去 直後 に F 点灯 状態 に する と 難 機能 の 設定 を 変更 で きま す 。 
も う 一 度 A(V/M/MW) キ ー を 押す と VFO モ ー ド に 切り 替わり 
ます 。 


「 誤 っ て メモ リー デー タ を 消去 し て し まっ た と き 」 
消去 直後 の 『M』 点滅 の と き に 、F 点 灯 状 態 に し ます 。 
A(V/M/MW) キ ー を 押す と 、 そ の デー タ が 再度 、 登 録 さ 
れ 『M』 は 点灯 に 戻り ます 。 
た だ し 、TM』 点滅 の と き に 4 る / ヤ キー や ダイ ヤル ツマ ミ 
を 操作 する と デー タ は 完全 に 消去 され ます 。 


「 プ ログ ラム チャ ン ネ ル の デー タ 消 去 」 
消去 の 手順 は メモ リー チャ ン ネ ル と 同じ で す 。 


メモ リー チャ ン ネ ル C1 、C2 は 登録 デー タ が 消去 で き 
ませ ん 。 C1、CO の デー タ を 変更 し た いと き に は デー タ 
を 上 書き 登録 し て くだ さい 。 


馬 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル の スキ ッ プ 設定 


1.A(V/M/MW) キ ー を 押し て メモ リー モー ド に 切り 替え ます 。 

ら .F 点灯 状態 に し て 3(SKIP) キ ー を 押し ます 。「・』 デシ 
マル ポイ ント が 消灯 し 、 こ の メモ リー チャ ン ネ ル は スキ 
ッ プ スキ ャ ン の 対象 外 に な り ま す 。 


3. 解除 する に は も う 一 度 手順 ら の 操作 を お こ な っ て 、「・』 
デシ マル ボイン ト を 点灯 させ ます 。 


スキ ャ ン 中 は 操作 で きま せん 。 


田 メ モリ ー シ フ ト 機 能 


メモ リー チャ ン ネ ル No. の 登録 デー タ を VFO モー ド の チャ ン 
ネル に 移す 機能 で す 。 


1. メ モリ ー モ ー ド で VFO チャ ン ネ ル に 移し た い メ モリ ー 
チャ ン ネ ル No. を 選択 し ます 。 


ら .F 点灯 状態 に し て 9(M 一 V) キ ー を 押す と メモ リー チャ 
ン ネ ル No. の 登録 デー タ が VFO チャ ン ネ ル に コピ ー さ 
れ 、 そ の まま VFO0 モー ド に な り ま す 。 


いら の 7 ガ 7 


75g の の 
本 


M プリ けけ 


点灯 一志 択 し た メモ リー チャ ン ネ ル No. 


この と き の チ ャ ン ネ ルス テッ プ 周 波数 な どの 各種 設定 は 
メモ リー チャ ン ネ ル No. の 登録 デー タ に 従い ます 。 


で 装 ピ ポーLIr ご 人 共 ビ さ サ ー ビ 中 % 
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3 どー コー ル (CALD チ ャ ン ネ ルー ーー 


コー ルモード で 運用 する 呼び 出し 周波 数 を コー ルチャ ン ネ ル と 
呼び ます 。 

コー ルチャ ン ネ ル は C1、C@G の 2 ら チャ ン ネ ル が あり ます 。 
通常 の メモ リー チャ ン ネ ル と し て も 使用 で き 、 よ く 使 う 周 波数 
を 登録 する と 商 単 な 操 作 で 呼び 出せ ます 。 


コー ルチャ ン ネ ル の 初期 設定 周波 数 
C1 : 145.00MHz、C2 : 433.00MHz 


画 コ ー ル チャ ン ネ ル の 呼び 出し 


1.VFO モ ー ド 、 ま た は メモ リー モー ド 時 に C(CALL/SGTEP) 
キー を 押す と コー ルモード に 切り 替わり ます 。 


ら . コ ー ル モー ド で BAND/SET キー を 押し て コー ルチャ ン 
ネル C1、C ら を 切り 替え ます 。 


登録 デー タ に 関わ ら ず 、VFO モー ド 時 の ディ スプ レイ 表 
示 の 周波 数 が VHF(1 44.000 一 145.895MHz) で あれ 
ば コー ルチャ ン ネ ル C1 が 、UHF(430.000 一 
439.995MHz) で あれ ば コー ルチャ ン ネ ル C2 が 自動 的 
に 呼び 出さ れ ま す 。 
FM ラジ オ 帯 (76.000 一 107.995MHz) で は C1 が 呼 
び 出 され ます 。 


机 コ ー ル チャ ン ネ ル へ の 登録 


1.VFO モー ド で 登録 し た い 周 波数 に 合わ せ て F 点灯 状態 
に し ます 。 


ら . 登 録 し た い コ ー ル チャ ン ネ ル (C] また は Cg) を 選択 し 
A(V/M/MW) キ ー を 押し ます 。 

3. 登 録 完了 音 と 同時 に 選択 し た コー ルチャ ン ネ ル に 登録 さ 
れ ま す 。 


点灯 


HI コ 
ゴゴ ゴ の の 


選択 し た コー ルチャ ン ネ ル No. 


コー ルチャ ン ネ ル C1、C2 の 登録 デー タ の 消去 は で き 
ませ ん 。 
コー ルチャ ン ネ ル C1 、C2 の 登録 デー タ を 変更 し た い 
と き は 新しい デー タ を 入力 し て くだ さい 。 


第 4 章 各 機 能 の 使い か た 


田 バ ンド スキ ャ ン と プロ グラ ム ス キ ャ ン 
VFO モー ド で B(SCAN/TS) キ ー を 押し て いる 状態 の と き は 、 


スキ ャ ン と は 、 周 波数 や メモ リー チャ ン ネ ル を 周期 的 に 変化 さ 
せ て 受信 し 、 信 号 の 出 て いる チャ ン ネ ル を 探し 出す 機能 で す 。 
スキ ャ ン に は バン ドス キャ ン 、 メ モリ ー ス キャ ン 、 プ ログ ラム 
スキ ャ ン の 3 種類 が あり ます 。 

メモ リー スキ ャ ン に は スキ ッ プ スキ ャ ン 機 能 が あり ます 。 


バン ドス キャ ン 
VFO モー ド で 選択 し た バン ド 帯 の 全 範囲 を スキ ャ ン し ます 。 


プロ グラ ム ス キ ャ ン 

VFO モ ー ド で スキ ャ ン す る 前 に 指定 範囲 を 選択 し ます 。 

メモ リー チャ ン ネ ル に 登録 され た プロ グラ ムチ ャ ン ネ ル を 指定 
され た 範囲 内 で スキ ャ ン し ます 。 


メモ リー スキ ャ ン 
登録 され て いる メモ リー チャ ン ネ ル の 周波 数 を スキ ャ ン し ま 
す 。 


スキ ッ プ スキ ャ ン 
メモ リー チャ ン ネ ル の うち ぢ ち 、 メ モリ ー ス キッ プ 設 定 さ れ て いる 
メモ リー チャ ン ネ ル を 除い て メモ リー スキ ャ ン し ます 。 


ディ スプ レイ に 「BANDj」 と 表示 され ます 。 

ダイ ヤル ツマ ミ を 回 す と 登録 され て いる プロ グラ ム No. を 選択 
で きま す 。 

右 に 回 す と 次 の よう に プロ グラ ム No. が 切り 替わり ます 。 


「BAND』 …「PRG-1A】 一 「PRG-5B』 一 
※ 前 回 使用 し た スキ ャ ン が 先 に 表示 され ます 。 


TBAND】 … 


B(SCAN/TS) キ ー を 離し た と き は 、fBAND』 の 表示 で バン 
ドス キャ ン を 、「PRG 一 』 の 表示 で プロ グラ ム ス キ ャ ン を スタ 
ー ト し ます 。 


バン ドス キャ ン は 最後 に 操作 し た 方 向 に し た が っ て 、 チ ャ ン ネ 
ルス テッ プ 周 波数 単位 で スキ ャ ン を し ます 。 
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ト 


光ら 惑 藻 で 基 
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ダイ ヤル ツマ ミ で 「PRG-1A』 一 「PRHG-5B} の どちら か を 選択 
し た と き は 、B(SCAN/TS) キ ー を 離す と 指定 され た プロ グラ ム 
チャ ン ネ ル の 範囲 内 を プロ グラ ム ス キ ャ ン し ます 。 
範囲 の 指定 で は バン ド 領 域 を また が っ て 登録 する こと も で きま す 。 


スキ ャ ン を お こ な う 方 向 は 「PRGJ』 の 1 て 5 ご と に 、A と 日 の 
開始 場所 に よっ て 定め られ ます 。 

例え ば 、 プ ログ ラム チャ ン ネ ル を 1A に 合わ せ た 場 合 は 1B の 
方 向 に スキ ャ ン し ます 。 

1B に 合わ せ た 場 合 は 1A の 方 向 に スキ ャ ン し ます 。 


プロ グラ ム に 何 も 登録 され て いな いと き は 、「BAND』 
の み 表 示さ れ 、 プ ログ ラム チャ ン ネ ル No. の 選択 が で き 
ませ ん 。 
B(SCAN/TS) キ ー を 離す と その まま バン ドス キャ ン し 
ます 。 


「 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル へ の デー タ 登 録 」](P81) 


弄 メ モリ ー ス キャ ン と スキ ッ プ スキ ャ ン 
メモ リー モー ド で B(SCAN/TS) キ ー を 押し て いる 状態 の と き 
は 、 デ ィ ス プレ イ に 『「MEMORY』 と 表示 され ます 。 
ダイ ヤル ツマ ミ を 回 すこ と で メモ リー スキ ャ ン と スキ ッ プ スキ 
ャ ン の 切り 替え が で きま す 。 
ダイ ヤル ツマ ミ を 回 す と 次 の よう に 切り 替り ます 。 


「MEMORY」 一 [SKIP』 ーー ITMEMORY』 一 TSKIP] ー… 
※ 前 回 使用 し た スキ ャ ン が 先 に 表示 され ます 。 


" 六 た 277 り BS 


B(SCAN/TS) キ ー を 記し た と き は 、「MEMORY】 の 表示 で メモ 
リー スキ ャ ン を 、「SKIP』 の 表示 で スキ ッ プ スキ ャ ン を し ます 。 
メモ リー に 何 も 登 録 さ れ て いな いと き は 無効 音 が 鳴り どちら の 
スキ ャ ン も で きま せん 。 


メモ リー スキ ャ ン は 最後 に 操作 し た 方 向 に し た が っ て 、 メ モリ ー 
チャ ン ネ ル No. 順 に スキ ャ ン し ます 。 


「SKIP』 で B(SCAN/TS) キ ー を 離す と メモ リー スキ ッ プ 指定 
され て いな い メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を メモ リー スキ ャ ン し ます 。 


スキ ッ プ スキ ャ ン は 最後 に 操作 し た 方 向 に し た が っ て 、 メ モリ 
ー チ ャ ン ネ ル No. 順 に スキ ャ ン し ます 。 


『「 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル の スキ ッ プ 設定 」[[L] (P23) 


メモ リー スキ ャ ン 、 ス キッ プス キャ ン で は 、 メ モリ ー チ ャ 
ン ネ ル C1、C5、1Aー 5B は スキ ャ ン し ませ ん 。 


田 各 スキ ャ ン の 共通 の 機能 

・ ス キャ ン 中 は ディ スプ レイ の 「・J (デシ マル ポイ ント ) が 点 
減 し ます 。 

・ ス キャ ン 中 の チャ ン ネ ルス テッ プ 周 波数 の 単位 は 各 バ ンド の 
設定 に 準じ ます 。 

- スキ ャ ン 中 の 周波 迷 は バン ド 帯 の 上 限 ( 下 限 ) ま で 届く と 下限 
(上 限 ) に 切り 替り ます 。 

・ ス キャ ン 中 に ダイ ヤル ツマ ミ 、 ま た は 條 / 豆 キー で スキ ャ ン 
する 周波 数 の 方 向 が 替わり ます 。 

・ ス キャ ン 中 に ダイ ヤル ツマ ミ 、 ま た は LAMP キー、 
MONI(SQL) キ ー、 條 / ヤ キー 以外 の キー を 押す こと に よっ 
て 中 断 一 終了 し ます 。 

- スキ ャ ン を 中 首 し た 場合 、 次 回 の スキ ャ ン は 中 断 し た と ころ 
か ら 続 き を 始め ます 。 


還 ス キャ ン の 再開 条件 の 設定 


スキ ャ ン の 有 再開 条件 に は ビジ ー ス キャ ン と タイ マー スキ ャ ン が 

あり ます 。 剖 ス キャ ン は 、 表 示 周 波数 で 信号 を 受信 する と 、 ス 

キャ ン 再 開 条 件 の 設定 に し た が っ て スキ ャ ン を 継続 し ます 。 

※ 工 場 出 荷 時 や リセ ッ ト 後 の 初期 設定 は ビジ ー ス キャ ン に な っ 
て いま す 。 


依 ビ ジー ス キャ ン 
受信 し て いる 限り スト ッ プ し 続け 、 受 信 終 了 の ら 秒 後に 再 ス ター 
ト し ます 。 


代 タ イマ ー ス キャ ン 
受信 中 で も 5 秒 経過 する と スタ ー ト し 、 受 信 終了 の ら 秒 後に 再 
スタ ー ト し ます 。 


多 ビ ジー スキ ャ ン と タイ マー スキ ャ ン の 切り 替え 
1. ME B(SCAN/TS) キ ー を 押す と 交互 に 切り 替 わ 


@ 


. タ イマ ー ス キャ ン に 切り 替わる と ディ スプ レイ に 
「TS」 が 点灯 し ます 。 


3. ビ ジー スキ ャ ン に 切り 替わる と 『TS』 が 消灯 し ます 。 


点灯 


2Z 


本 


TPODE DTMF ス タル テロ SQNROWN 
の スキ ャ ン 動 作 千 G プラ イオ リティ 


・ トー ンス ケル チ の 機能 が 動作 し て いる と き に 、 信 号 を 受信 す プラ イオ リティ ー は 、 表 示 周 波数 の 他 に 優先 チャ ン ネ ル を 持っ 
る と スキ ャ ン 動 作 を 一 時 停止 し ます 。 て いま す 。 表示 周波 数 を 5 秒 受信 し な が ら 、 優 先 チ ャ ン ネル も 
この と き に 受信 し た 信号 の トー ン 周 波数 が 一 致す る と 、 受 信 交 旦 に 瞬時 受信 する 機能 で す 。 
音 が 聞こ えま す 。 優先 チャ ン ネ ル で 受信 する と 、 ア ラー ム 音 が 鳴り 、 受 信 時 間 を 
・ DTMF スケ ル チ は スキ ャ ン 時 に は 無効 に な り 、DSR 表 示 も 8 秒 延長 し ます 。 プラ イオ リティ ー に は 次 の 3 種類 が あり ます 。 


消え ます 。 
受信 し た DSQ コー ド が 一 致し て いな く て も 、 受 信 音 は 聞こ 
えま す 


※ 1 コー ルモード に 切り 替わる 前 の モー ド が 優先 チャ ン ネル (に な り ま す 。 
国語 克 外 の 組み 合わ せ で は プラ イオ リティ ー は 作動 し ませ ん 。 


画 ブ プラ イオ リティ ー の 開始 

1. 受 信 し た い 優 先 チ ャ ン ネ ル の 動作 モー ド を 選択 し ます 。 
8.5 秒 受信 に する 動作 モー ド を 選択 し て 呼び 出し ます 。 
3.F 点灯 状態 に し て 1 (PRIO) キ ー を 押し ます 。 


4. デ ィ ス プレ イ に 「PRIO』 が 点灯 し プラ イオ リティ ー が 
開始 され ます 。 


較 プ ライ オリ ティ ー と スキ ャ ン の 同時 動作 
VFO プラ イオ リティ ー の 5 秒 側 の 動作 モー ド で B(SCAM/TS) キ ー 
を 押し な が ら 、 ダ イヤ ルツ マミ で スキ ャ ン の 設定 を 選択 し ます 。 


B(SCAN/TS) キ ー を 離す と 設定 し た スキ ャ ン が 始ま り ま す 。 
スキ ャ ン 中 は ディ スプ レイ の 「・」』( デ ジ シマ ルポ イン ト ) が 点 減 
し ます 。 


参 ス キャ ン の 終了 

5 秒 側 の 動作 モー ド で の スキ ャ ン 中 に ダイ ヤル ツマ ミ 、 ま た は 
LAMP/MONI(SQL)/ 人 人 /〒/ ] (PRIO) 以 外 の キー を 押す こと 
で 中 断 一 終了 し ます 。 


点灯 


旬 プ ライ オリ ティ ー の 終了 

5 秒 側 の 動作 モー ド で 1 (PRIO) キ ー を 押し ます 。 

ディ スプ レイ の 「PRIO」 が 消灯 し ます 。 

プラ イオ リティ ー は 止ま り 、 ス キャ ン の 動作 の み に な り ま す 。 


・5 秒 側 に 指定 し た 動作 モー ド で は PTT キー を 押す と 


送信 も で きま す 。 
送信 中 の 状態 で は 5 秒 た っ て も 優先 チャ ン ネル に 移る 
こと は あり ませ ん 。 


・VFO プラ イオ リティ ー、 メ モリ ー プ ライ オリ ティ ー の 


5 秒 側 の 動作 モー ド で は ダイ ヤル ツマ ミ や 全 / マ キー で 
周波 数 や メモ リー チャ ン ネ ル を 替え られ ます 。 


・ ス キャ ン と プラ イオ リティ ー を 終了 する と ぎ は 、 優 先 


チャ ン ネ ル 側 で PTT キー を 押し て も 、 終 了 で きま す 。 


・ 優先 チャ ン ネル 側 の 動作 モー ド で トー ンス ケル チ 


(TSQ) が 設定 され て いる 場合 に は 、 優 先 チ ャ ン ネ ル 側 
の 動作 モー ド で の 受信 延長 は 通常 スキ ャ ン 時 の 再開 条 
件 と 同じ に な り ま す 。 ] (Pe カ の 


・ プ ライ オリ ティ ー 動 作 中 は DTMF ス ケル チ (DSQ) を 設 


定 し て いて も 、『DSGJ』 表示 が 消灯 し て 機能 を 一 時 停止 
し ます 。 プ ライ オリ ティ ー を 終了 する と 再び 機能 を 開始 
し ます 。 
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4-3 レビ ー タ ー 0 

レビ ピー ター と は 、 遠 くに 苑 れ た 局 と 局 と の 交信 を 可能 に する 無 
線 中 継 局 の こと で す 。 

430MHz 帯 の 場合 、 ほ ぼ 日 本 全国 に 設置 され て いま す 。 

レビ ー タ ー と アク セス する に は 送信 周波 迷 を 「 一 』 方向 に 
SMHz シフ ト し 、88.5Hz の トー ン を 付加 し て 送信 し ます 。 


題 ワ ンタ ッ チ レビ ピーター 
UHF 常 で レビ ピー ター を アク セス する と き に 使用 し ます 。 


= 


.-D(RPT キ ー を 押す と ディ スプ レイ の 「 一 』 と 「T』 が 点 
滅 し 、 シ フト ー 5MHz と トー ン エ ンコ ー ダ ー 88.5Hz が 
設定 され ます 。 


点滅 一 点灯 


送信 使用 時 は 「 一 』 と 『T』 は 点滅 か ら 点 灯 に 替わり ます 。 


・ す で に シフ ト 機 能 や トー ンス ケル チ 機 能 が 設定 され て いる 状 
態 で D(RPT) キ ー を 押し た と き は 、 デ ィ ス プレ イ の 「『-』 と 
「T』 が 点 減 し て 、 シ フト ー 5MHz と トー ン エ ンコ ー ダ ー 
88.5Hz に 切り 替わり ます 。 


再度 、D(RPT) キ ー を 押す と 、 ワ ンタ ッ チ レビ ピー ター 機能 が 
解除 され ディ スプ レイ の 「-』 と 「T」』 も 消灯 し ます 。 


・ ワ ンタ ッ チ レビ ー タ ー 擁 能 が 動作 し 、「『 一 』 と 「T』 が 点滅 状 
態 で シフ ト 設 定 や トー ン エ ンコ ー ダ ー の 設定 を し た と き は 
『-』 と 「「』 は 点 減 か ら 点 灯 に 替わり ます 。 


トー ン エ ンコ ー ダ ー と は レビ ー タ ー を 起動 させ る た め の 
トー ン 信 号 を 発信 する 機能 で す 。 
他 に レビ ー タ ー を 起動 させ る た め の ビ ピポパ 信号 を 発信 す 
る 機能 に DTMF エン コー ダー な ど が あり ます 。 


隊 還 DJ-V5 の ワン タッ チレ ピー ター 機能 は UHF 帯 で の み 有 
効 で す 。 
田 シ フト 機能 
受信 周波 数 に 対し て 送信 周波 数 を ずら し て 運用 する 機能 で す 。 
1.F 点 灯 状 態 で D(RPT) キ ー を 押し て 、 シ フト 周波 数 の 設 
定 画面 に 切り 替え ます 。 
「-」「+」 一 消 困 ( 解 除 ) 


9599g ・ 


※ 初 期 レ フト 周波 数 設定 値 VHF : OBMHz、UHF : 5.DMHz 


ら .D(RPT) キ ー を 押す ご と に 「-』 一 『 寺 』 一 「 解 除 ] と 
切り 替わり ます 。 

3. 周 波数 を ダイ ヤル ツマ ミ 、 ま た は 4A/〒 ヤ キー で 0 一 8.995 
MHz の 範囲 で 設定 し ます 。 
この と き の チ ャ ン ネ ルス テッ プ 周 波数 の 単位 は 各 バ ンド 
で の 設定 単位 に 従い ます 。 

4.1MHz 単位 の UP/DOWN は F 点 灯 状 態 で ダイ ヤル ツマ 
ミ 、 ま た は 人 る / マ キー で 設定 し ます 。 


NE 設定 が 完了 し 、 周 波数 表示 に 戻り 


6. シ フト 機能 が 動作 し て いる と き は PTT キー を 押す と デ 
ィ ス プレ イ の 表示 周波 数 が 設定 し た 送信 周波 数 に 切り 替 
わり 送信 で きま す 。 


固 還 シフ ト 設 定 に よっ て 送信 周波 数 が アマ チュ アバ ンド か ら 
外れ た と き は 、 デ ィ ス プレ イ に 「OFF』 と 表示 され 送信 
で きま せん 。 


還 リ バー スズ 機能 
レビ ー タ ー を 使わ ず に 相手 局 と 交信 で きる か を 調べ る 機能 で す 。 
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ら .0(REV/MODE) キー を 押し 続け こい る 間 は 、 デ ィ ス プ 
レイ の 表示 周波 数 が 設定 し た 送信 周波 数 に 切り 替わり 受 
信 し 続け ます 。 受 信 中 は ディ スプ レイ の 「-』 また は 
『 十 」 が 上 京 減 し ます 。 


3.0(REV/MODE) キ ー を 離す と 、 デ ィ ス プレ イ の 表示 周 
波数 は 受信 周波 数 に 戻り 通常 の 受信 を し ます 。 


工 還 シフ ト 設定 が され て いな いと き や リ バー ス の 結果 が アマ 
チュ アバ ンド 外 に な る と き に は 、O(REV/MODE) キ ー 
を 押し て も 動作 し ませ ん 。 


4.4 セッ トモ ー ド 

DJ-V5 の 6 つの 機能 の 設定 が で きる モー ド で す 。 

セッ トモ ー ド に は 、 ビ ー プ 機能 、 ベ ル 機 能 、 オ ー ト パワ ー オ フ 
機能 、 バ バッテリー セー ブ 機 能 、DSQ の WAIT 時 間 の 設定 、 お 
よび スプ リッ ト 機 能 が あめ あり ます 。 

1.F 点灯 状態 で BAND/SET キー を 押す と セッ トモ ー ド に 
切り 替わり ます 。 

ら . 設 定 項 目 の 変更 は 、/ ヤ キー で 選択 し ます 。 

3. ダ イヤ ルツ マミ で 名 設定 項目 の 内 容 を 選択 し ます 。 

4PTT キー を 押す と 、 設定 が 完了 し 、 周 没 数 表示 に 戻 


手順 の ら . で 設定 項目 を 変更 する 以外 の 操作 手順 は 全て 同じ で す 。 


功 ビー プ 機 能 
キー を 操作 し た と き に 、 ビ ー プ 音 を 鳴ら さ な い 機能 で す 。 
鳴る 。 : TBP-ONI 
鳴ら な い : 


「BP-OFF} 


BS | ※ 初 期 設定 は 
「BP-ON』 で す 。 


ゴジ ー ロロ 
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較べ ベル 機能 


相手 局 か ら 呼 び 出 され た こと を 、 デ ィ ス プレ イ の 「 〇 』 と ベル 
音 と で 知ら せる 機能 で す 。 

ベル 機能 を ON に ける と ディ スプ レイ の 「 ぃ が 点灯 し ます 。 
信号 を 受信 する と 「』 が 点 減 し 、 ベ ル 音 が 鳴り ます 。 

トー ンス ケル チ (TSQj 機 能 、DTMF ス ケル チ (DSQ) 機 能 と 同時 に 


、 使用 する と き に は 、 着 人 時 の 音色 が 通常 の ペル 斉 と 変わ り ま す 。 


鳴る ・「BELONI 
鳴 ら な い : 『BELOFFJ 


※ 初 期 設定 は 
「BELOFF」 です 。 


E お ビー プ 機 能 を OFF に 設定 し て いる と き に 、 信 号 を 受 
信 し て も ベル 音 は 鳴り ませ ん 。 ディ スプ レイ の 「 ベ ル 
マー ク 』 の み 点 減 し ます 。 

・ 送信 に より ベル 機能 は 自動 的 に 解除 され ます 。 


還 オ ー ト バ パワー オン 機能 


設定 し た 時 間 内 に 操作 が な い 場 合 に 、 自 動 的 に 電源 が 切れ る 機 
能 で す 。 
電源 が 切れ る 1 分 前 に アラ ー ム 音 が 鳴り 、 終 了 直 前 に 再度 アラ 
ー ム 音 が 鳴り 電源 が 切れ ます 。 
ダイ ヤル ツマ ミ で 次 の よう に 設定 表示 が 替わり ます 。 
IAPO30」 一 [APO60! ー IAPO9O 一 [APOOFF| 一 [APO30I ー 
※ 単 位 は 分 を 示し ます 。 
HI 「 還 す 訂 大 ※ 初 期 設定 は 

如 / ルリ し / TAPOOFF』 で す 。 


一 バッ テリ ー セ ー ブ プ 機 能 
キー 操作 や 送受 信 が な い 状 態 が 5 秒 続く 場合 に 内 部 電源 の 
ON/OFF を 定期 的 に 繰り 返し て 電池 を 長持ち させ る 機能 で す 。 
内 部 赴 源 DN : OFF = 200ms : 400ms 表示 「BS-0.4」 
内 部 電源 ON : OFF = 2O0ms : BOOms 表示 「BS-0D.8』 
内 部 電源 ON : OFF= 200ms : 1600ms 表示 「BS-1.6』 
『BS-0.8』 一 


「BS-0.4』 ー 「BS-1.6』 一 「BS-OFF』 


BS | ※ 初 期 設定 は 
「BS-0.8】 で す 。 


コリー 婦 


画 DSQ の WAIT 時 間 の 設定 
通常 、DSQ コー ド は PTT キー を 押し て か ら 0.85 秒 後に 送出 
され ます 。 こ の 時 間 を 0.45 秒 後に 変更 する こと が で きま す 。 

fDT-450』 


『DT-850』 


ガリー ロ 5 女 ・ 


「DT-850J 一 


BS! ※ 初 期 設 定 は 
「DT-850』 で す 。 


葉 ス プリ ッ ト 機 能 


表示 され て いる 周波 数 で 受信 し 、 設 定 さ れ ね た メ モリ ー チ ャ ン ネ 
ル No. の 周波 数 で 送信 する 機能 で す 。 

表示 され て いる 周波 数 が メモ リー モー ド の と き は 、 設 定 さ れ た 
メモ リー チャ ン ネ ル No. の 周波 数 で 送受 信 さ れ ま す 。 


"5P-7F た 


スプ リッ ト 機 能 を ON に ける と 「・』 デシ マル ポイ ント が 点滅 
し ます 。 
「・』 デシ マル ポイ ント は 受信 時 に 点滅 し 、 送 信 時 に 点灯 し ます 。 


BS | ※ 初 期 設 定 は 
「SP-OFF』 です 。 


DJ-V5 の 知っ て いる と 便利 な 機能 で す 。 


画家 示 の 切り 替え 
ディ スプ レイ に 表示 され る 画面 に は 周波 数 表示 と チャ ン ネ ル 表 
示 の 二 種 類 が あり ます 。 
@ 周 波数 表示 
運用 周波 数 を 表示 し ます 。 工 場 出荷 時 や リセ ッ ト 後 の 初期 設 
定 で は この 表示 で す 。 


旬 チ ャ ン ネ ル 表 示 
デー タ が 登録 され て いる メモ リー チャ ン ネ ル No. と コー ル チ 
ャ ン ネ ル No. を 表示 し ます 。 
メモ リー チャ ン ネ ル に 何 も 登録 され て いな いと き は TCH C11、 
と 表示 され ます 。 


人 @ 周 波数 表示 と チャ ン ネ ル 表 示 と の 切り 替え 
A(V/M/MW) キ ー を 押し な が ら 電 源 を 入れ ます 。 
同じ 操作 を お こ な う こと で 周波 数 表示 と チャ ン ネ ル 表 示 が 交 
互 に 切り 替わり ます 。 


一 メモ リー 名 入力 機能 . 
登録 し て いる メモ リー チャ ン ネ ル に 最大 6 文字 まで 文字 表示 を 
する 機能 で す 。 
文字 の 種類 は 0D 一 9、AーZ、 ス ペー ス 、(、)、 土 、 一 、 三 、 
* ま 、/、 ム へ 、 避 、 と 、: の 428 種類 で す 。 8 


1. メ モリ ー モ ー ド に 切り 替え て 文字 表示 を し た い メ モリ ー 
チャ ン ネ ル を 呼び 出し ます 。 


ら .F 点灯 状態 で 5(NAME) キ ー を 押す と メモ リー 名 入力 モ 
ー ド に 切り 替わり ます 。 


3. ダ イヤ ルツ マミ で 文字 を 選択 し 、 全 / ヤ キー で 桁 移動 を 
し な が ら メ モリ ー 名 を 入力 し ます 。 


選択 中 に 点滅 


4.PTT キー を 押す と 、 設 定 が 完了 し 、 入 力 し た メモ リー 
名 が 表示 され ます 。 
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メモ リー 名 を 削除 する と き は 、F 点 灯 状 態 で C(CALL/STEP) 
キー を 押 し ます 。 


参考 | ・ メ モリ ー 名 の 表示 か ら 一 時 的 に 運用 周波 数 を 確認 し た 
いと き は 、8(T SQL) キ ー を 押し て 確認 で きま す 。 
・ シ フト 機能 に より シフ ト 方 向 が 設定 され て いる と き に 
は 、O(REV/MODE) キ ー を 押す と 優先 的 に リバ ー ス 
機 能 が 動作 し 、 シ フト 設定 され た 送信 周波 数 が 確認 で 
きま す 。 


ディ スプ レイ の 表示 が チャ ン ネ ル 表 示 の と き は 、 メ モリ ー 
チャ ン ネ ル No. で 表示 され ます 。 


田 オ ー デ ィ オ の 高低 設定 
1.VFO モー ド の F 点 灯 状 態 で (AUDIO) キ ー を 押す と オー 


ディ オ 調 整 モ ー ド に 切り 替わり ます 。 


※ 初 期 設 定 は HH です 。 


ら . ダ イヤ ルツ マミ 、 ら (AUDIO) キ ー、 ま た は 人 /〒 マ キー で 


Hi、Lo を 切り 替え ます 。 


9 キー を 押す と 、 設 定 が 完了 し 、 周 波数 表示 に 戻り 


・WFM の 受信 方 式 で は 機能 し ませ ん 。 
・ バ ッ テ リ ー セ ー プ ブ 機能 が 動作 する と 、 オ ー デ ィ オ の 高低 設定 
に 関わ ら ず 消 費 電流 の 少な い Lo 側 に 切り 替わり ます 。 


罰 キ ー ロ ッ ク 機 能 


FUNC/SET キー を 1 秒間 押し 続け ます 。 

ディ スプ レイ に 「 om 」 が 表示 され キー ロッ ク に な り ま す 。 
再度 同じ 操作 で キー ロッ ク は 解除 に な り ま す 。 

キー ロッ ク 時 で も 操作 で きる キー は 次 の と お り で す 。 
PTT、MONI、SQL(MONI(SQL) キ ダイ ヤル ツマ ミ )、 
(FUNC/LOCK + MONI)、 LAMP。 


一 ラン プ 機 能 


・ デ ィ ス プレ イ 部 と キー ボー ド 部 に 照明 が 点灯 する 機能 で す 。 
LAMP キー を 押し て 5 秒 た つと 消灯 し ます 。 

・ 何ら か の キー 操作 や ダイ ヤル 操作 を する と 、 そ れ ら の 操作 終 
了 か ら さ ら に 5 秒間 点灯 し ます 。 ま た 、 点 灯 中 に 再度 、 
LAMP キー を 押す と 消灯 し ます 。 

・F 点灯 状態 で LAMP キー を 押す と 常 灯 に な り 電 源 の 
ON/OFF を し て も 常 灯 は 維持 され ます 。 

LAMP キー を 押す と 常 灯 は 解除 され ます 。 


第 5 草 交信 機能 


| -1] トー ンス ケル チ 周 波数 (CTCSS) 


トー ンス ケル チ と は 、 自 局 で 設定 し た トー ン 周 波数 と 相手 局 の 
トー ン 周 波数 を 送受 信 し た と き に 一 致し て いれ ば スケ ル チ が 開 
く 機 能 で す 。 

トー ンス ケル チ 周 波数 は 国際 規格 に 基づき 、67Hz 250.3Hz 
間 の 38 波 が 割り 当て られ て いま す 。 


トー ン エ ンコ ー ダ ー、 
( 全 38 波 、 単 位 : Hz) 


トー ン デ コー ダー 周波 数 一 覧 


「 ト ー ン エン コー ダー 周波 数 
トー ン 信 号 を 記号 化 ( エ ンコ ー ド ) さ せ た 周 波数 
「 ト ー ン デコ ー ダ ー 周 波数 」 
トー ン 信 号 を 解読 (デコ ー ド ) さ せる 周波 数 
ここ で は スケ ル チ を 開く だめ に 使わ れ て いま す 。 


届 ト ー ン エン コー ダー 周波 数 の 設定 

1.F 点灯 状態 で 8(T SQL) キ ー を 押し ます 。 
ディ スプ レイ に 「T』 が 点灯 し トーン エン コー ダー 周波 
数 が 表示 され ます 。 

点灯 


"HH5JZ = 


※ ト ー ン エン コー ダー 周波 数 の 初期 設定 値 は 「88.5Hz』 で す 。 
ら . ダ イヤ ルツ マミ 、 ま た は 人 人 / ヤ キー で トーン エ ンコ ー ダ ー 
周波 数 を 設定 し ます 。 
4 こ 設定 が 完了 し 、 周 波数 表示 に 戻り 


G 
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上 
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画 ト ー ン スケ ル チ 周 波数 の 設定 


1. ト ー ン エン コー ダー 周波 数 が 表示 され て いる と き に 、 
8(T SQL) キ ー を 押し ます 。 

8. デ ィ ス プレ イ に 『T SQ] と 点灯 し 、 ト ー ン エン コー ダー 
と トー ン デ コー ダー の 共通 周波 数 に な る トー ンス ケル チ 
周波 数 が 表示 され ます 。 


点灯 


※ トー ンス ケル チ 周 波数 の 初期 設定 値 は 「88.5Hz』 で す 。 


3. ダ イヤ ルツ マミ 、 ま た は 人 人 / 吾 キー で トー ンス ケル チ 周 
波数 を 調整 し ます 。 
2 キー を 押す と 、 設 定 が 完了 し 、 周 波数 表示 に 戻り 


の 


[参考 } め トー ンス ケル チ 周 波数 が 表示 され て いる と き に 
8(T SQL) キ ー を 押す と 、 デ ィ ス プレ イ に 『OFF』 と 
表示 され 「T SQ』 が 消灯 し ます 。 

消灯 


HI り た た E 


⑥PTT キ ー を 押す と 周波 数 の 設定 を 解除 し ます 。 


トー ン エ ンコ ー ダ ー 周 波数 設定 時 の トーン 周 波数 と トー 
ンス ケル チ 時 の トー ン 周 波数 は 共通 で は あり ませ ん 。 


田 トー ン 周 波数 の 送受 信 
「T』 また は 「T SQ』 が 点灯 し て いる と き は 、 トー ン 周 波数 に 
トー ン 信 号 が 付加 され て 送信 され ます 。 
「T SQJ が 点灯 し て いる と き は 、 ト ー ン 周波 数 に 付加 され た ト 
ー ン 信号 が 一 致し た と き に だ け ス ケル チ が 開き 受信 音 が 聞こ え 
ます 。 


レビ ー タ ー を 経由 し て 交信 する 場合 、 トー ンス ケル チ 周 
波数 は レビ ー タ ー に カッ ト さ れ ま す 。 トー ンス ケル チ 機 
能 は 使用 し な いで くだ さい 。 


| 5 ら DTMF ス ケル チ (DSGQ) 


DTMF スケ ル チ (DSQ) と は 、DSG 専用 の メモ リー に 登録 され た 
DSQ コー ド を 受信 する こと に よっ て スケ ル チ が 開く 機能 で す 。 
トー ンス ケル チ と 同じ よう な 運用 が で きま す 。 

また 、 送 信 時 に は DSQ コー ド を 付加 する 機能 で す の で 、 相 手 
局 が DSQ. を 設定 し て いる 場合 に これ と 一 致す る コー ド を 持っ 
て いな いと き は 、 相 手 局 の スケ ル チ は 開き ませ ん 。 


軒 DSQ コー ド の 設 
1.F 点灯 状態 で ア (DSQ) キー を 押し ます 。 


ディ スプ レイ に 「『DSQ』 が 点灯 し DSQ コー ド の 入力 画 
面 に 切り 替わり ます 。 


※ 初 期 設定 は 「O00』 で す 。 


ら .DSQ の 百 の 位 か ら 順 に 数 字 0 一 を キー ボー ド か ら 3 
桁 入 力 し ます 。1 の 位 まで 入力 する と 百 の 位 に 戻り ます 。 


3. 990 キー を 押す と 、 設 定 が 完了 し 、 周 波数 表示 に 戻り 


に 


入力 コー ド を 計 正 する と き は 、DSGQ コー ド の 設定 表示 中 に F 点灯 
状態 に し て C(CALL/STED キ ー を 押す と 初期 説 定 に な り ま す 。 


DSQ を OFF に する と き は 、DSQ コー ド 設 定 に 切り 替え て 、 F 
点灯 状態 に し た 後 で 7(DSQ) キ ー を 押す と OFF に な り ま す 。 
ディ スプ レイ の 「DSQ』 が 消灯 し ます 。 


一 DSQ コー ド で の 交信 

. 設 定 し た コー ド 3 桁 と 一 致す る 3 桁 の コー ド を 受信 す 
る と 、 ス ケル チ が 開き 受信 音 が 聞こ えま す 。 

8. アラ ー ム 音 が 噂 り 、 デ ィ ス プレ イ の DSQI が 点 浅 し ます 。 


3.PTT キー を 押す と 、 コ ー ド 3 桁 を 送出 し て 相手 局 に 応 
答 で きま す 。 


ーー 


3/ 


ar 
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較 DSQ 運用 時 の 注記 
・ DSQ コー ド を 受け に くい 場合 に は 、 セ ッ ト モ ー ド で の バッ 
テリ ー セ ー ブ 機 能 の 設定 で 内 部 電源 時 間 を 短く する か 、OFF 
に し て くだ さい 。 [] (P38) 
DSQ で 待ち 受け 中 は OFF に する こと を お すす めし ます 。 
また 、DSQ コー ド の 送出 側 で WAIT 時 間 を 長く し て も 対応 
で きま す 。 [] (P38) 
・ ス キャ ン 、 プ ライ オリ ティ ー 動 作 中 は DSQ 設定 は 無効 に な 
り 、「DSQ』 は 表示 され ませ ん 。 


5-3 オー ト ダ イヤ ラー に 
登録 され た DTMF コー ド を 自動 送出 する 機能 で す 。 
一 ダイ ヤル コー ド の 登録 

1.F 点灯 状態 で 4(DIAL) キ ー を 押す と 、 オ ー ト ダイ ヤラ ー 
メモ リー No. の 選択 画面 に 切り 替わり ます 。 


28. ダイ ヤル ツマ ミ で オー ト ダ イヤ ラー メモ リー No.0 一 プア 
を 選択 し ます 。 


3. 選 択 し た オー ト ダ イヤ ラー メモ リー No. に キー ボー ド を 
を 使っ て ダイ ヤル コー ド を 入力 し ます 。 
入力 し た コー ド は 右端 に 表示 され 、 一 つ 前 に 入力 し た コー 
ド は 左 に ずれ ます 。 
最大 で 16 桁 まで 入力 で きま す 。 


4.PTT キー で 決定 し て 、 入 力 を 完了 し ます 。 


拓 移 動 を する と き は 点灯 状態 か ら A/ ヤ キー、 ま た は 
ダイ ヤル ツマ ミ で 切り 替え ます 。 
F 点灯 状態 か ら は コー ド 入 力 で きま せん 。 


入 力 し た ダイ ヤル コー ド の クリ ア 

1.F 点灯 状態 で 4(DIAL) キ ー を 押す と 、 オ ー ト ダイ ヤラ ー 
メモ リー No. の 選択 画面 に 切り 替わり ます 。 

6. ダイ ヤル ツマ ミ で 、 ダ イヤ ルコ ー ド を 消去 し た い オ ー ト 
ダイ ヤラ ー メ モリ ーNo.D 一 7 を 選択 し ます 。 

3.F 点灯 状態 で C(CALL/STEP) キ ー を 押す と クリ ア さ れ 
ま 


に 


4.PTT キー を 押し て 、 ク リア を 完了 し ます 。 


F| 
HI ゴ けら BS 
「 き 』 


田 オ ー ト ダイ ヤラ ー の コー ド の 送出 

1.F 点 放 状 態 で 4(DIAL) キ ー を 押す と 、 オ ー ト ダイ ヤラ ー 
メモ リー No. の 選択 画面 に 切り 替わり ます 。 

8. ダイ ヤル ツマ ミ で 送信 し た い オ ー ト ダイ ヤラ ー メ モリ ー 
No. を 選択 し ます 。 

3.PTT キー を 押し て 決定 し ます 。 


4.PTT キー を 押し 、 送 信 し な が ら FUNC/LOCK キー を 
押す と 自動 的 に 送出 され ます 。 


功 DTMF コー ド の マニ ュ ア ル 出 力 
PTT キー を 押し 、 送 信 し な が ら キ ー ボ ー ド を 押す と 、 押 し た キー 
の DTMF コー ド が 送出 され ます 。 
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タダ 
上 


第 B 草 保守 ・ 参 考 


馬 故 障 と お 考え に な る 前 に 
次 の よう な 症状 は 故障 で は あり ませ ん の で 、 よ く お 巡 か め に な っ て くだ さい 。 
処置 を し て も 異常 が 続く と き は 、 リ セッ ト を する こと で 症状 が 回 復 する 場合 が あり ます 。 


・ 員 


旧 科 


SF 
ピ 


電源 を 入れ て も 、 デ ィ ス ブレ イ に は 殺 も 表示 | 電池 の 十 、 


し な い 。 


スピ ー カ ー か ら 音 が 出 な い 。 
受信 音 が キャ ッ チ が で き な い 。 


周波 数 表示 が 異常 に な っ て いる 。 
スキ ャ ン が で き な い 。 


プロ グラ ム ス キ ャ ン が で き な い 。 


周波 数 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル No. が 切り 替 わ ら な い 。 


キー に よる 操作 が で き な い 。 

レビ ピー ター 提 能 が 使用 で き な い 。 
送信 が で き な い 。 

送信 する と 、 表 示 が 点 減 し た り 消え た りす る 。 
送信 が で き な い 。 

送信 し て も 応答 が な い 。 
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4 
パ バッテリー ケー ス 内 の 電極 の 汚れ な ど を 取り 除く 。 
祝 性 を 確認 し て 、 電 池 を 入れ る 。 
電池 が 洞 寿 し て いる 。 彰 電 也 を 新しい も の に 移 探す る 。 ニ ッ カ ド 電 油 の 場合 は 充電 する 。 
OBRI 還 生 3 を 離す の が 早 す ぎる 。 POWER (電源) キー を 少し 長め に 押す 。 
週 切な 音量 に 設定 する 。 
髄 切な スケ ル チ に 設定 する 。 
トー ンス ケル チ を 解除 する 。 
DS を 解除 する 。 
PT キー を 離す 。 
リセ ッ ト す る 。 
スケ ル チ を 雑 音 の 消え る 位置 に 設定 する 。 


プロ グラ ム ス キ ャ ン エ ッ ジ が メモ リー に 正しく 

登録 され て いな い 。 上 限 、 下 限 の 周波 数 を 正しく 登録 する 。 

キー ロッ ク が 設定 され て いる 。 キー ロッ ク の 設定 を 解除 する 。 

コー ルモード に な っ て いる 。 VFO モ ー ド 、 ま た は メモ リー モー ド に 切り 替え る 。 
ンー ツ お た の キー ロッ ク の 設定 を 解除 する 。 


ー5MHz シ フト 、88.5Hz トー ン エ ンコ ー ダ ー に 設定 する 。 
乾電池 を 新しい も の と 交換 する 。 ニ ッ カ ド 電 池 の 場合 は 充 昌 する 。 


電池 ケー ス が 接触 不良 を お こし て いる 。 
ー 極 性 が 逆 に な っ て いる 。 


iP 
PIT「 キ ー が 確実 に 押さ れ て いな い 、。 PTf キ ー を し て 1X/HX ラ ンプ を 赤く 点灯 させ で て が ら 送 信 す る 。 


オフ バン ド に な っ て いる 。( シ フト 設定 時 ) 信 周 波数 の 範囲 内 で 送信 ずる 。 
周波 致 が 違っ つて いる 。 相手 局 の 周波 数 と 正しく 合わ せる 。 


証 ア フタ ー サ ービス 圏 リセ ッ ト 
リセ ッ ト を する と 、 各 種 の 設定 内 容 が 工場 出荷 時 の 初期 値 に 戻 


天保 証書 り ま す 。 

保証 書 に は 必ず 所 定 事項 (ご 購入 店 名 、 ご 購入 日 ) の 記入 お よび 

記載 内 容 を お 確か め の 上 、 大 切 に 保存 し て くだ さい 。 1.BAND/SET キー を 押し な が ら POWER キー を 押し て 
電源 を 入れ ます 。 

人 保証 期間 6. ディ スプ レイ に 「RESET * 』 と 表示 され た こと を 確認 

お 買い 上 げ の 日 より 1 年 間 で す 。 し て 、 キ ー を 離し ます 。 


正常 な 使用 状態 で 上 記 の 期間 中 に 万 一 の 故障 が 生じ た 場合 は 、 
お 手数 で す が 製 品 に 保証 書 を 添え て 、 お 買い 上 げ の 販売 店 また 
は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相談 くだ さい 。 
保証 書 の 規定 に 従っ て 修理 いた し ます 。 


久保 証 期間 が 経過 され た 場合 

お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相談 くだ さ 
い 。 修 理 に よっ て 機能 が 維持 で きる 場合 に は お 客 様 の ご 要望 に 
より 有料 で 修理 いた し ます 。 


3.*(・/) キ ー を 押し ます 。 


アフ ター サー ビス に つい て 、 ご 不明 な 点 は お 買い 上 げ の 販売 店 ー ゃ 
2 自動 的 に クリ ア 動 作 が 始ま り ま す 。 
誠人 2 クリ ア 動 作 が 終了 する と 、 初 期 状態 の VFO モー ド に な 
り ま す 。 1 


保 
守 
参 
考 
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旧 座 ・ 届 尊 
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画 工 場 出 荷 時 の 初期 値 


VFO 周 波数 


CALL 周 波数 

プロ グラ ム ス キ ャ ン 
メモ リー0 一 188ch 
メモ リー チャ ン ネ ル 数 


シフ ト 、 ト ー ン 、DSQ、APO、 キ ー ロ ッ ク 、 
ベル 、DIAL 設定 、 ス プリ ッ ト 


シフ ト 峠 
トー ン 周 波数 

チャ ン ネ ルス テッ プ 
スケ ル チ レ ベル 
スキ ャ ン 有 再開 条 件 
送信 出力 
バッ テリ ー セ ー ブ 
ビー ブ プ 音 


FM ラジ オ 帯 : 76.000MHz 
VHF 帯 ・ 145.000MHz 


UHF 帯 : 433.000MHz 


C1 : 145.000MHz 
Cg : 433.000MHz 
な し 

な し 

どら 0O0ch 


DFF 


VHF : 0.6MHz 

UHF : 5.0MHz 
88.5MHz 
VHF/UHF 淀 : 20kHz 
FM ラジ オ 常 : 100kHz 
1 

ビジ ー ス キャ ン 
H| バ ワー 送信 
UN(O.88) 

ON 


恒 オ プシ ョ ン 一 覧 表 
本 機 に は 次 の ゆめ よう な オプ ショ ン が あり ます 。 


EDH-@9 
EBP-4S5N 
EBP-46N 
EDC-9 1 
EDC-88 
EMS-8 
EMS-9 
EMS-5 1 
EME-12 
EME-13 
EME-15 
EME-4 
EME-16 
EME-17 
EME-6 
EDC-35 


EDC-97 
EDC-43 


: 単 G 型 X 4 本 乾電池 ケー ス 

: ニッ カド バッ テリ ー パ ッ ク (6.0DV-700mAh) 
: ニッ カド バッ テリ ー パ ッ ク (9.6V-600mAh) 
: 速 充電 器 

・ 簡易 充電 器 (AC アダ プター) 

: リモ コン 付 スピ ー カ ー マ イ ク 

: スピ ー カ ー マ イ ク 

・ ス ピー カー マイ ク 

・ VOX 付 ヘッ ド セ ッ ト ( ヘ ッ ド ホン タイ プ ) 

・ VOX 付 ヘッ ド セ ッ トト (インナー タイ づ ) 

・ VOX 付 タイ ピン マイ ク 

・ イ ヤ ホ ンマ イク 

・ イ ヤ ホ ンマ イク 

・ イ ヤ ホ ンマ イク 

・ プチ 型 イ ヤ ホ ン 

・ ア クティ ブフ ィ ル ター 付 シ ガー ライ ター ケー ブ 


ル (DC12V 系 ) 


: 基地 局 用 DC ケー ブル (DC18V 系 ) 
: 充電 用 シガー ライ ター ケー ブル (DC12V 系 ) 


@ EMS-8( リ モコ ン 付 スピ ー カ ー マ イ ク ) の 使い か た 
①PTT キー : 本 機 の PTT キー と 同じ で す 。 


@A キ ー 


: 指定 され た 4 つの 機能 の 中 か ら 、1 つ を この キー 


に 割り の 付け る こと が で きま す 。 


③DOWN キ ー : 本 機 の ダイ ヤル の 左 回 し と 同じ で す 。 


④UP キ ー 


: 本 機 の ダイ ヤル の 右 回 し と 同じ で す 。 


@ ⑨ 
① に の の 


@ キー の 設定 
① 本 体 を F 点灯 状態 に し て 、 マ イク の A キ ー を 押し ます 。 


② 本 体 の ダイ ヤル ツマ ミ 、 ま た は 條 / ャ キー、 マ イク の UP キー、 
また は DOWN キ ー で 4 つの 機能 か ら 1 つ を 選び ます 。 


- LAMP キ ー の 機能 

・ MONI キー の 機能 
・A(V/M/MW) キ ー の 機能 
・ BAND/SET キー の 弱 能 


選択 中 の 機能 よ は ディ スプ レイ に 表示 され ます 。 


③ マ イク の A キ ー、PTT キー また は 、 本 体 の PTT キー の どちら 
か を 押す と ディ スプ レイ は 周波 数 表示 に 戻り ます 。 


以後 、 マ イク の A キ ー は 設定 し た 機能 に し た が い 動 作 し ます 。 


賠 バ ケッ ト 通 信 


パケ ッ ト 通 信 と は パソ コン と TNC を 人 重用 し て 送受 信 の 操作 を 
する デー タ 通 信 の ひと つ で す 。 


全 バケット 通信 の 接続 
本 機 で パケ ッ ト 通 信 す る と き は 、 次 の よう に 接続 し て くだ さい )。 
パケット 通信 用 TNC( 付 属 装置 : TerminalNodeController) 
の 各 端 子 と 接続 する と き は 、 本 体 上 面部 の SP 端 子 に 3.5 ゅ プ 
ラグ 、MIC 端子 に 2.5 の の 小型 プラ グ を 使用 し て くだ さい 。 
・ 入力 レベ ル の 調節 : 本 機 の MIC 端子 に は 入力 レベ ル を 調節 す 
る 機能 は あり ませ ん 。 
TNC 側 で 入力 レベ ル を 調 可 し て くだ さい ゝ 。 
・ 出 力 レベ ル の 調節 : SP 端 子 か ら の 出 カ レベ ル は 本 体側 の ボ 
リュ ユー ムツ マミ で 調節 し て くだ さい 。 


く パ ケッ ト 通 信 の 接続 の し か た > 


( 注 ) 内 部 の 3.5V ラ イン か ら 100 の 抵抗 を 通し て 電圧 が 供給 
され ます 。 


・TNC と パソ コン な ど と の 接続 方 法 は 、TNC の 取扱 
説明 書 に し た が っ て くだ さい 。 
また 、 パソ コン 、 TNC、 本 機 と の 距離 が 近 す ぎる と 、 
ノイ ズ を 受け る こと が あり ます 。 
その 場合 は で きる だ け 離 し て お 使い くだ さい 。 

・ パ ケッ ト 通 信 を お こ な う と き に は バッ テリ ー セ ー ブ 
機能 を OFF に し て くだ さい 、。 

・ 相 手 局 の 周波 数 を ご 確認 くだ さい 。 
周波 数 が ずれ て いる と 、 リト ライ 回 数 が 多く な り ま す 。 

・ 1200bDps 以下 で ご 使用 くだ さい 。 


人 注意 
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置 クロ ー ン 機能 
クロ ー ン 機能 と は 1 台 の DJ-V5( 送 り 側 ) に 設定 し て ある 全て の 
情報 を 、 他 の DJ-V5( 受 け 側 ) に 転送 し 複製 する 機能 で す 。 


| 1. 送 り 側 、 受 け 側 共 に マイ クジ ャ ッ ク で 接続 し ます 。 


送り 負 受け 側 
トラ ン シ ー バ ー の トラ ン シ ー バ ー 


ーー co 
MIC 単 子 へ 接続 <- で ーー の ーーー ニ ーー 垢 ー タ て MIC 端 子 へ 接続 


基 り 側 、 受 け 側 共に LAMP キー を 押し な が ら POWER 
キー を 押し て 電源 を 入れ ます 。 
両機 の ディ スプ レイ に 「CLONE』 と 表示 され ます 。 


3. 送 り 側 の MONI(SQL) キ ー を 押し ます 。 
送り 側 の ディ スプ レイ に 「『TXLILILJL』】 と 表示 され 、 受 
け 側 の ディ スプ レイ に は 『RXLTL TL TL]I と 表示 され ます 。 


了 ソ 
】 ハバ 


ソ 
4) 


4. ク ロー ン 機 能 が 正常 に 終了 する と 、 両 機 の ディ スプ レイ 


に 『PASS』 と 表示 され ます 。 


・ ク ロー ン 提 能 終了 後 、 送 り 側 は その まま で 受け 側 を 別 の DJ- 
V5 に つなぎ 替え て 、 再 度 送り 側 の MONI(SQL) キ ー を 押す 
と 、 続 け て 転送 し 複製 で きま す 。 

・ ク ロー ン 機 能 が 終了 し た DJ-V5 は いっ た ん 電源 を 切り 再度 
電源 を 入れ る こと で 通常 の 運用 が 可能 に な り ま す 。 


転送 中 に 不正 な デー タ が 送ら れ た 場合 に は 、 両 機 の ディ スプ レ 
イ に ) 「ERROH』 と 表示 され ます 。 


訂 


接続 上 の 不具 合 が 発生 し た 場合 は 、 両 機 の ディ スプ レイ に 
「COMEHH』 と 表示 され ます 。 


し 7 た 介 


直し の 場合 に は 送り 側 の MONI(SQL) キ ー を 押す と クロ ー 
ン 機 能 が 再開 され ます 。 


・ ク ロー ン 機 能 で の デー タ 送 出 中 は 、 ケ ー ブ ル を 抜か な 
いで くだ さい 
・ ク ロー ン 機 能 を 使用 する と 受け 側 の デー タ は 全て 送り 
側 の デー タ に 更新 され て し まい ます の で 、 使 用 の 前 に 
は 既存 の デー タ に 注意 し て くだ さい 。 


恒 中 請書 の 書き 方 く 無 線 局 事項 及び 工事 設計 書 > 


本 機 は [技術 基準 適合 証明 」 を 受け た 機械 で す 。 31 指 望 する 周 流 誤 の 郡 囲 、 空 中 線 電力 、 電 流 の 型式 
トラ ン シ ー バ ー 本 体 に 貼ら れ た 「 技 術 基準 適合 証明 ラベ ル 」 に | 同和 |)。 利 波 の 肛 式 ))。 | 同和 征 |mgm| 
証明 番号 が あり ます 。 . F3 FM) 

(番号 は 無線 機 ご と に 異な り ま す 。) ・ 、 F3 FM 


本 機 を TNC な どの 付属 装置 を 付け な いで ご 使用 に な る 場合 は 、 
技術 基準 適合 証明 送受 信 機 と し て 申請 で きま す 。 
(付属 装置 を 付け る 場合 は 次 の ペー ジ を 参考 に し て くだ さい 。 ) 


技術 基準 適合 証明 シー ル 


人 技術 基準 適合 証明 で 申請 する 場合 


く 技 適 証明 発行 願 > 


第 1 送信 機 ム 有 (昌和 1 

2 送信 ハ 擬 その 他 の 工事 設計 | 電 泊 法 第 3 四 に 規定 する 条件 に 合致 し て いる 

第 3※ 信 概 [* 1] 技術 証明 発行 願 と 工事 設計 書 の * ] に は 上 記 の 技術 証明 
シー ル の 番号 を ご 記入 くだ さい 。 

ー [ * ど ] 技術 証明 送信 機 で す の で 省略 で きま す 。 

第 は 送信 和 [* 3] 使用 する 空中 線 の 形式 を 記入 し て くだ さい 。 

第 1 送信 ね 機 (付属 の アン テ ナ の み 申 請 する 場合 は " 単 一 型 " と ご 記入 


lemeaml - くだ さい 。 ) 


[* 4] (B 無 ) に 〇 を つけ ます 。 
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@ パ ケッ ト 通 信 の 付属 装置 を つけ て 申請 する 場合 

パケ ッ ト 通 信 の た め に TNC な どの 付属 装置 を 付け る 場合 は 、 
技術 基準 合 証明 送受 信 機 で は な く な り ま す の で 保証 認定 を 受 
け て 申請 し ます 。 

ぐ 保証 認定 願 > _ 

1 「2. 送 信 機 -6] の 柚 に 技術 証明 の 番号 を 記入 し ます 。 

ら 「 ブ . 付 属 装置 」 の 欄 は 「 有 ] に 〇 を 付け ます 。 

3 裏面 の 「5. 送 信 機 の 付属 装置 」 の 欄 は 、 付 属 装置 の 名 


\、 方 式 、 規 格 を 正確 に 記入 し 備考 欄 に は 該当 する 送 
言 機 番号 を 記入 し て くだ さい 。 


付属 装置 の 方 式 、 規 格 の 記入 例 


方 式 AFSK 装 置 通 信吉 友 : 1200 ボ ー レ ー ト | 。 | 
し ーー | 叶 keszoraesw | 
ーー トー 
トー 


く 無 線 局 事項 及び 工事 設計 書 > 
23 工 加計 
葛 の 和 
白き BE 時 5 


守正 
送信 中 の 有 式 関 4 
その 他 の 工事 設 計 | 箇 汗 還 に 規定 する 系 伸 に 台 折 し て いる . 送信 失 較 


[* 1] 技 適 証明 シー ル の 番号 を ご 記入 くだ さい 。 
[* と] 技 適 証明 送受 信 機 な の で ここ を 省略 で きま す 。 
[* 3] 使用 する 空中 線 の 形式 を 記入 し ます 。 
・ 周波 数 測定 装置 は (B 無 ) に 〇 を つけ ます 。 
・ 送信 機 系 統 図 は 省略 で きま す 。 
パケ ッ ト 通 信用 の TINC を 接続 する 場合 は 次 の よう に 記入 し 


ます 。 
8 技術 革 準 合 
証明 和 号 


是 送 信 機 和 統 図 


144.000-145.995MHz ANT 
144.D00 一 145.995MHz 430.000 一 439.995MHz 


爺 語 疫 境 憎 リ ミッ タ 


VHF-VCO 緩衝 増幅 励 振 増 信 且 振 増幅 
2SC5O66 SC5O66 PC2771T | "| MRFg745 


中 力 増幅 
2SK2975 


PLL 緩衝 増幅 
gPD3140G SC5066 


UHF-VCO 
SC5O066 


430.000-439.985MHz 
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旧 導 ・H 尊 
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田 定 格 


人 一 股 定格 
周波 数 範囲 


電波 形式 

周波 数 偏差 
アン テ ナ イ ン ビ ピー ダン ス 
電源 吉 庄 


接地 方 式 
消費 電流 
(DC13.8V 時 ) 


使用 温度 男 囲 
外形 寸法 


本 体重 量 


欠 送 信 難 

送信 出力 

変調 方 式 

最大 周波 数 偏 移 

スプ リア ス 発 射 強 度 
マイ クロ ホン イン ピー ダン ス 


: 受信 範囲 76-107.985MHz 
144-145.985MHz 
430-439.985MHz 

: 送信 男 囲 : 144-145.995MHz 
430-439.985MHz 


・FO、F3(FM)、WFM( 受 信 の み ) 
: 主 5ppm(- 10 で ー+ 60 や ) 

・ 50 0( 不 平衡) 

: 定格 DC13.8V 


DC4.0V 15.0V 接続 可能 


ー: マ イナ ス 接 地 


: 送信 5W 出力 時 約 1.6A 
受信 定格 出力 時 約 620mA 
受信 スケ ル チ 時 約 70mA 
受信 バッ テリ ー セ ー ブ 時 約 820mA 

C 平 均 消費 電流 

・ー 10 せ ーー+ 60 で 


・ 幅 58 x 高 さ 87 x 奥 行き 40.3Gmm 
(突起 物 を 含ま ず ・ 単 3 型 乾電池 ケー ス EDH-2 ヨ 装着 時 ) 


・ 約 335 邑 
(アン テ ナ 、 単 d 型 乾電池 ケー ス 、 単 3 型 乾 吉 池 4 本 含む ) 


・ 5W(1/0.5W 切り 替え 可能 ) 
: リア クタ ンス 変調 

: 土 5.OkHz 

・ー GSDdB 以 下 

: 約 ら kO 


旬 広 信 部 
受信 方 式 
中 間 周 波数 


受信 葉 度 (12dBSINAD) 


選択 度 (WFM は 除く ) 


スプ リア ス 妨 害 比 
低 周波 出力 


: ダブ ルス ー パ ー ヘ へ テロ ダイ ン 


: 第 一 中 間 周 波数 39.15MHz 
第 二 中 間 周 波数 FM:450kHz 

WFM:13.35MHz 

・ 7B107d95M セ WFM 約 0dB 


144145d95MHz FM-16dB gi ド 
430.439985MHE FM- 15dB 以下 


・ー 6dB/!2kHz 以上 


ー BO0dB/SOkHz 以下 


: BOdB 以上 
:・ 約 SOOmWB 0 人 負荷 10 容 率 時 DC138MW 


低 語 疲 負 告 イン ビー ダン ス : 80n 


